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東
洋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
は
ゝ
き
木
」
私
見
│
紀
州
家
旧
蔵
伝
阿
仏
尼
等
筆
源
氏
物
語
の
研
究
│成
田
大
知
一
、
緒
言
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
に
、
阿
仏
尼
筆
と
伝
え
ら
れ
る
『
源
氏
物
語
』「
は
ゝ
き
木
」
一
帖
を
蔵
す
る
（
以
下
、
東
洋
大
本
）。
こ
の
本
は
、
昭
和
初
期
に
佚
亡
し
た
と
さ
れ
る
『
源
氏
物
語
』
の
古
写
本
、「
紀
州
家
旧
蔵
伝
阿
仏
尼
筆
」
本
（
以
下
、
紀
州
家
本
）
の
零
本
と
目
さ
れ
る
一
帖
で
あ
る
。
紀
州
家
本
と
は
、
伝
阿
仏
尼
筆
と
さ
れ
る
（
１
）鎌
倉
時
代
写
の
五
十
四
帖
揃
本
の
『
源
氏
物
語
』
で
、
紀
州
家
の
旧
蔵
に
か
か
る
写
本
を
言
う
。
池
田
亀
鑑
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
系
統
の
三
分
類
、
す
な
わ
ち
青
表
紙
本
系
、
河
内
本
系
、
別
本
の
う
ち
の
別
本
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
通
行
の
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
と
は
異
な
る
珍
し
い
本
文
を
多
く
有
す
る
本
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
紀
州
家
本
は
、『
源
氏
物
語
』
の
本
文
研
究
上
、
非
常
に
貴
重
な
本
で
あ
り
な
が
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
昭
和
初
期
、
紀
州
家
か
ら
売
り
立
て
に
出
さ
れ
、
イ
ン
ド
人
貿
易
商
モ
デ
ィ
（N
aoroji 
H
orm
usji M
ody
一
八
七
一
〜
一
九
四
四
）
の
有
に
帰
し
て
以
降
、
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
本
文
は
、
池
田
亀
鑑
『
校
異
源
氏
物
語
』、『
源
氏
物
語
大
成　
校
異
篇
』
に
も
登
載
さ
れ
て
お
ら
ず
（
２
）、
全
様
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
ず
か
に
、
か
つ
て
武
田
祐
吉
が
紀
州
家
本
を
実
見
し
て
、
そ
の
本
文
を
金
子
元
臣
『
定本
源
氏
物
語
新
解
』（
全
三
巻
。
明
治
書
院
、
大
正
十
四
〜
昭
和
五
年
。
以
下
、『
新
解
』）
に
校
合
し
た
書
入
校
合
本
、
す
な
わ
ち
「
武
田
校
本
」
と
、
山
岸
徳
平
が
そ
れ
を
借
覧
し
て
何
ら
か
の
活
字
本
に
転
写
し
た
と
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
「
山
岸
校
本（３
）」
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
校
合
本
も
所
在
不
明
と
な
49　東洋大学附属図書館蔵「はゝ き木」私見─紀州家旧蔵伝阿仏尼等筆源氏物語の研究─
っ
て
い
る
（
４
）。
今
と
な
っ
て
は
、
わ
ず
か
に
山
岸
徳
平
『
尾
州
家
河
内
本
源
氏
物
語
開
題
』（
徳
川
黎
明
会
、
昭
和
十
年
。
以
下
、「
開
題
」）
や
、
島
津
久
基
『
対訳
源
氏
物
語
講
話
』（
全
五
巻
。
中
興
館
、
昭
和
七
〜
十
七
年
。
以
下
、『
講
話
』。
但
し
、
紀
州
家
本
の
引
用
は
二
巻
（
昭
和
十
一
年
）
以
降
）、
そ
し
て
山
岸
徳
平
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系　
源
氏
物
語
』
（
全
五
巻
。
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
三
〜
三
十
八
年
。
以
下
、『
旧
大
系
源
氏
』）
な
ど
に
部
分
的
に
引
か
れ
た
箇
所
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
文
を
窺
う
ば
か
り
で
あ
る
。
紀
州
家
本
は
ま
さ
に
、
幻
の
伝
本
と
言
え
る
写
本
な
の
で
あ
る
。
東
洋
大
本
は
、
そ
の
紀
州
家
本
の
帚
木
巻
で
あ
る
蓋
然
性
が
極
め
て
高
い
。
東
洋
大
本
が
紀
州
家
本
帚
木
巻
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
そ
れ
を
通
し
て
紀
州
家
本
の
全
体
像
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
東
洋
大
本
の
解
明
は
、
延
い
て
は
紀
州
家
本
の
解
明
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。
二
、
東
洋
大
本
の
概
要
東
洋
大
本
は
、
昭
和
四
十
一
年
、
当
時
東
洋
大
学
教
授
で
あ
っ
た
石
田
穣
二
に
よ
っ
て
、
東
洋
大
学
内
向
け
の
広
報
誌
「
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
№
２　
貴
重
書
室
か
ら
」
に
紹
介
さ
れ
た
。
以
下
に
、
そ
の
記
事
を
転
載
す
る
（
５
）。
本
書
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
古
写
本
。
本
文
は
き
わ
め
て
純
度
の
高
い
青
表
紙
本
系
統
で
あ
る
。
縦
十
五
・
四
セ
ン
チ
、
横
十
五
・
八
セ
ン
チ
、
斐
紙
、
綴
葉
装
、
墨
付
六
十
一
枚
、
巻
頭
に
白
紙
一
枚
、
巻
末
に
白
紙
二
枚
を
置
く
。
紀
州
徳
川
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
、
上
掛
け
の
白
紙
に
「
阿
仏
筆
源
氏
物
語
／
伏
見
宮
安
宮
照
子
殿
下
明
暦
三
年
十
一
月
廿
六
日
／
紀
伊
中
納
言
光
貞
卿
へ
御
降
嫁
之
節
御
持
込
」
と
三
行
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
金
で
模
様
を
刷
い
た
薄
茶
の
絹
表
紙
の
装
幀
は
こ
の
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
光
貞
は
紀
州
徳
川
家
の
祖
頼
宣
の
嗣
で
あ
る
。
こ
の
伝
阿
仏
尼
筆
の
紀
州
家
旧
蔵
本
は
、
山
岸
徳
平
博
士
の
「
尾
州
家
河
内
本
源
氏
物
語
開
題
」（
昭
和
十
年
刊
）
に
、
部
分
的
に
校
合
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
当
時
英
人
モ
ー
デ
氏
（
神
戸
市
在
住
）
の
許
に
在
っ
て
博
士
は
直
接
見
る
こ
と
を
得
ず
、
大
正
十
五
年
夏
秋
の
候
、
佐
々
木
信
綱
・
武
田
祐
吉
両
博
士
が
紀
州
徳
川
家
に
就
い
て
校
合
さ
れ
た
も
の
を
借
覧
さ
れ
た
よ
し
で
あ
る
。
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
で
、
池
田
亀
鑑
博
士
の
「
校
異
源
氏
物
語
」
に
も
登
載
さ
れ
て
い
な
い
。
も
と
は
五
十
四
帖
全
部
完
備
し
た
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
帚
木
の
巻
だ
け
が
本
年
五
月
の
古
書
展
に
姿
を
現
わ
し
、
吉
田
幸
一
博
士
の
御
尽
力
に
よ
っ
て
本
学
の
蔵
に
50
帰
し
た
。
本
書
に
つ
い
て
述
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
い
が
、
そ
の
一
二
に
触
れ
る
。
巻
末
、
墨
付
六
十
一
葉
目
の
次
に
二
枚
の
白
紙
を
存
す
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
そ
の
中
間
、
つ
ま
り
二
枚
の
白
紙
の
前
の
四
枚
の
紙
が
切
り
取
ら
れ
て
い
て
、
今
な
い
。
そ
の
部
分
に
は
奥
入
（
青
表
紙
本
を
書
写
し
た
、
な
い
し
は
書
写
せ
し
め
た
定
家
の
注
）
が
書
写
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
写
真
に
見
ら
れ
る
巻
頭
の
朱
の
蔵
書
印
は
、「
賜
架
書
」
と
ま
で
は
読
め
て
以
下
不
明
で
あ
る
が
、「
賜
架
書
屋
蔵
」
と
あ
る
べ
く
、
徳
川
頼
倫
侯
の
南
葵
文
庫
に
長
く
在
っ
た
書
誌
学
者
高
木
文
の
蔵
書
印
で
あ
る
。
本
書
の
外
箱
右
下
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
蔵
書
ラ
ベ
ル
は
同
氏
の
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
南
葵
文
庫
の
東
大
移
管
後
も
紀
州
家
に
あ
り
、
そ
の
後
の
整
理
に
際
し
て
高
木
氏
の
有
に
帰
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
英
人
モ
ー
デ
氏
の
手
に
移
っ
た
と
い
う
の
は
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
紀
州
家
旧
蔵
本
は
桐
壺
の
巻
ほ
か
数
帖
に
特
異
の
本
文
を
有
し
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
そ
の
行
方
は
今
は
知
る
に
由
な
い
（
記
述
中
、
吉
田
幸
一
博
士
の
御
教
示
に
あ
ず
か
っ
た
部
分
が
あ
る
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
）。
　
紀
州
家
本
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
山
岸
徳
平
が
、
徳
川
家
康
か
ら
御
三
家
に
譲
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
駿
河
御
譲
本
」
で
あ
る
と
し
て
い
た
が（６
）、
東
洋
大
本
の
上
掛
け
紙
に
墨
書
さ
れ
た
来
歴
に
は
、「
阿
仏
筆
源
氏
物
語
／
伏
見
宮
安
宮
照
子
殿
下
明
暦
三
年
十
一
月
廿
六
日
／
紀
伊
中
納
言
光
貞
卿
へ
御
降
嫁
之
節
御
持
込（７
）」
と
あ
っ
て
、
紀
州
家
本
は
、
明
暦
三
〈
一
六
五
七
〉
年
、
伏
見
宮
家
の
王
女
安
宮
照
子
（
寛
永
二
〈
一
六
二
五
〉
年
〜
宝
永
四
〈
一
七
〇
七
〉
年
）
が
紀
州
家
二
代
当
主
徳
川
光
貞
（
寛
永
三
〈
一
六
二
七
〉
年
〜
宝
永
二
〈
一
七
〇
五
〉
年
）
に
降
嫁
の
折
に
、
持
参
さ
れ
た
本
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
東
洋
大
本
が
紀
州
家
本
帚
木
巻
で
あ
る
と
す
る
と
、
紀
州
家
本
は
伏
見
宮
家
よ
り
齎
さ
れ
た
本
で
あ
っ
た
。
紀
州
家
本
が
伏
見
宮
家
か
ら
齎
さ
れ
た
と
い
う
説
は
、
久
保
木
秀
夫
「『
源
氏
物
語
』
紀
州
徳
川
家
旧
蔵
本
の
行
方
」（『
中
古
文
学
』
第
八
五
巻
、
平
成
二
十
二
年
六
月
。
以
下
、「
行
方
」）
に
紹
介
さ
れ
た
、
紀
州
家
私
設
図
書
館
南
葵
文
庫
の
主
事
、
高
木
文
の
証
言
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
有
名
な
源
氏
に
紀
州
徳
川
家
蔵
の
阿
仏
源
氏
と
い
ふ
の
が
あ
つ
た
、
全
帖
揃
本
で
洵
に
保
存
が
よ
く
綺
麗
な
も
の
で
あ
っ
た
。
此
源
氏
は
古
く
伏
見
宮
家
の
御
蔵
本
で
あ
つ
た
由
で
昭
和
の
初
め
に
道
具
と
共
に
売
払
は
れ
た
の
を
、
稀
ら
し
く
も
某
印
度
人
が
購
入
し
た
。
其
後
英
国
に
渡
つ
た
と
報
道
さ
れ
た
が
（
重
要
美
術
の
法
令
が
間
も
な
く
出
た
）
ど
う
も
日
本
に
在
る
ら
し
い
。
此
源
氏
は
紀
州
家
に
在
る
頃
校
合
し
て
見
る
と
内
容
が
大
分
異
ふ
の
で
珍
ら
し
い
と
い
ふ
の
で
校
訂
し
て
刊
行
す
る
こ
と
に
な
つ
て
、
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某
氏
（
今
は
博
士
）
が
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
其
校
訂
中
に
売
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
欠
本
を
明
か
に
し
て
入
札
に
出
し
て
し
ま
つ
た
。
　
　
　
　
　
（「
賜
架
書
屋
隨
筆
」、『
書
物
展
望
』
第
五
巻
第
八
号
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
昭
和
十
年
八
月
）
伏
見
宮
家
伝
来
と
い
う
伝
え
の
一
致
か
ら
す
れ
ば
、
東
洋
大
本
が
そ
の
、
紀
州
徳
川
家
蔵
の
「
阿
仏
筆
源
氏
物
語
」
の
一
帖
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
出
て
く
る
。
久
保
木
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
昭
和
の
初
め
」、
昭
和
二
年
四
月
の
「
紀
州
徳
川
家
蔵
品
展
観
」
に
、
紀
州
家
本
を
中
に
収
め
る
「
梨
子
地
源
氏
蒔
絵
歌
書
箪
笥
」【
写
真
１
】
が
出
品
さ
れ
、
そ
れ
を
蒔
絵
蒐
集
家
で
も
あ
っ
た
モ
デ
ィ
（
石
田
紹
介
に
お
け
る
「
英
人
モ
ー
デ
氏
」
と
同
一
人
物
）
が
落
札
し
、
蒔
絵
箪
笥
と
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
た
紀
州
家
本
と
が
彼
の
有
に
帰
し
た
と
言
う
。
久
保
木
氏
は
、
高
木
の
証
言
に
あ
る
、
紀
州
家
本
を
校
訂
し
た
と
い
う
「
某
氏
」
に
つ
い
て
、
学
位
取
得
の
時
期
な
ど
か
ら
、「
武
田
祐
吉
の
こ
と
か
」
と
推
定
し
、
さ
ら
に
高
木
文
編
『
紀
州
徳
川
家
蔵
品
展
観
目
録
』（
昭
和
二
年
三
月
）
の
「
梨
子
地
源
氏
蒔
絵
歌
書
箪
笥
」
に
附
さ
れ
た
注
記
「
伝
阿
仏
（
補
筆
数
冊
）
在
中
」
が
、「
欠
本
を
明
か
に
し
て
入
札
に
出
し
て
し
ま
つ
た
」
と
い
う
高
木
の
証
言
に
重
な
る
こ
と
【写真１】右　紀州家本を収める「梨子地源氏蒔絵歌書箪笥」
 左『紀州徳川家蔵品展観目録』
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を
指
摘
し
、「
展
観
」
以
降
、
東
洋
大
本
が
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
の
有
に
帰
す
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
推
定
し
て
い
る
。
武
田
祐
吉
に
擬
せ
ら
れ
る
人
物
に
よ
る
校
訂
の
最
中
、
紀
州
家
本
の
展
観
出
品
が
決
定
し
た
。
校
訂
に
使
用
中
で
あ
っ
た
数
帖
に
つ
い
て
は
、
そ
の
と
き
拵
え
た
補
写
本
（『
展
観
目
録
』
の
注
記
に
あ
る
、「
補
筆
数
冊
」）
で
代
替
。
モ
デ
ィ
の
も
と
に
渡
ら
な
か
っ
た
数
帖
、
少
な
く
と
も
帚
木
巻
一
帖
は
高
木
の
も
と
に
返
却
さ
れ
（
こ
の
と
き
、
高
木
の
蔵
書
印
「
賜
架
書
屋
蔵
」
が
捺
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。）、
そ
の
後
年
月
を
経
て
、
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
の
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
紀
州
家
本
の
殆
ど
の
帖
は
、
モ
デ
ィ
の
死
後
、
彼
の
他
の
蒐
集
品
と
共
に
敵
性
資
産
を
管
理
し
て
い
た
住
友
銀
行
に
よ
っ
て
神
戸
の
森
本
倉
庫
に
移
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
の
神
戸
大
空
襲
に
よ
っ
て
灰
燼
に
帰
し
た
蓋
然
性
が
高
い
、
と
し
て
い
る
。
モ
デ
ィ
の
も
と
に
あ
っ
た
紀
州
家
本
の
残
存
は
殆
ど
望
め
な
い
。
そ
の
点
で
、
東
洋
大
本
が
紀
州
家
本
帚
木
巻
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
東
洋
大
本
は
そ
の
貴
重
な
残
存
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
東
洋
大
本
を
紀
州
家
本
帚
木
巻
と
同
定
す
る
意
見（８）が
多
い
中
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
大
内
英
範
「
高
木
本
（
伝
阿
仏
尼
筆
帚
木
巻
）
と
そ
の
本
文
」（『
源
氏
物
語　
鎌
倉
期
本
文
の
研
究
』
所
収
。
初
出
は
『
中
古
文
学
』
七
五
号
、
平
成
十
七
年
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
文
が
紀
州
家
本
帚
木
巻
の
本
文
と
し
て
『
講
語
』
や
『
旧
大
系
源
氏
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
一
致
し
な
い
、
紀
州
家
本
が
別
本
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
、
等
の
疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
東
洋
大
本
の
筆
蹟
に
つ
い
て
も
、
久
保
木
氏
が
紹
介
し
た
、
植
松
安
「
源
氏
物
語
の
書
誌
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
二
巻
第
十
号
、
大
正
十
四
年
十
月
）
に
掲
出
さ
れ
る
紀
州
家
本
の
書
誌
に
よ
っ
て
、
本
文
は
、
阿
仏
尼
、
冷
泉
為
相
、
二
条
為
親
、
外
題
は
、
尊
朝
法
親
王
と
、
そ
の
筆
者
名
が
知
ら
れ
た
が
、
は
た
し
て
東
洋
大
本
の
本
文
と
外
題
の
筆
蹟
は
そ
れ
ら
に
合
致
す
る
も
の
か
ど
う
か
、
検
証
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
諸
点
を
再
検
証
し
、
東
洋
大
本
が
紀
州
家
本
帚
木
巻
と
同
定
し
得
る
か
ど
う
か
、
い
さ
さ
か
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
三
、
東
洋
大
本
の
伝
来
と
本
文
大
内
氏
は
、
東
洋
大
本
を
紀
州
家
本
帚
木
巻
と
同
定
す
る
こ
と
に
慎
重
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
氏
は
次
の
三
つ
の
問
題
点
か
ら
、
東
洋
大
本
を
紀
州
家
本
帚
木
巻
と
同
一
視
す
る
こ
と
に
疑
義
を
呈
し
た
。
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一
、
東
洋
大
本
の
伝
来
過
程
と
、
紀
州
家
本
の
伝
来
過
程
と
の
不
整
合
。
二
、 
東
洋
大
本
の
本
文
と
、『
講
話
』、『
旧
大
系
源
氏
』
の
引
用
す
る
紀
州
家
本
帚
木
巻
の
本
文
と
の
不
整
合
。
三
、 
東
洋
大
本
の
本
文
系
統
と
、
紀
州
家
本
の
本
文
系
統
と
の
不
整
合
。
ま
ず
、
一
の
問
題
に
つ
い
て
。
大
内
氏
は
石
田
紹
介
に
記
さ
れ
る
紀
州
家
本
お
よ
び
東
洋
大
本
の
伝
来
の
過
程
を
次
の
六
項
に
纏
め
る
。
大
内
氏
論
文
よ
り
転
載
す
る
。
Ａ
・
紀
州
徳
川
家
に
伝
来
し
た
も
の
Ｂ
・
南
葵
文
庫
の
東
大
移
管
後
も
紀
州
家
に
あ
り
、
そ
の
後
の
整
理
に
際
し
て
高
木
氏
の
有
に
帰
し
た
Ｃ
・
英
人
モ
ー
デ
の
許
に
移
っ
た
の
は
そ
の
後
の
こ
と
Ｄ
・
も
と
は
五
四
帖
全
部
完
備
し
た
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
帚
木
の
巻
だ
け
が
古
書
展
に
出
て
、
東
洋
大
学
蔵
と
な
っ
た
Ｅ
・
大
正
一
五
年
、
紀
州
徳
川
家
に
て
佐
々
木
信
綱
・
武
田
祐
吉
に
よ
り
校
合
さ
れ
た
Ｆ
・
山
岸
徳
平
「
尾
州
家
河
内
本
源
氏
物
語
開
題
」
で
校
合
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
佐
々
木
・
武
田
校
合
本
を
借
覧
し
た
も
の
紀
州
家
本
の
伝
来
に
つ
い
て
、
石
田
紹
介
に
拠
れ
ば
、
紀
州
家
→
高
木
→
モ
デ
ィ
と
い
う
過
程
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
大
内
氏
は
、
紀
州
家
本
の
伝
来
過
程
を
め
ぐ
っ
て
、
石
田
紹
介
と
、
山
岸
の
証
言
、
本
文
中
、
伝
阿
仏
尼
筆
と
記
し
た
の
は
、
紀
州
徳
川
家
旧
蔵
本
で
あ
る
。
今
、
他
に
転
じ
て
実
物
を
見
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
幸
、
大
正
十
五
年
夏
秋
の
候
、
佐
佐
木
信
綱
、
武
田
祐
吉
両
博
士
が
、
紀
州
徳
川
家
に
就
い
て
校
合
を
完
了
せ
ら
れ
た
。
両
博
士
の
好
意
に
よ
つ
て
、
そ
の
校
合
本
を
借
覧
し
て
こ
ゝ
に
掲
げ
得
た
の
で
あ
る
。 
（『
開
題
』「
凡
例
」）
紀
州
徳
川
家
の
売
立
て
が
あ
っ
た
時
、
即
ち
大
正
十
四
年
秋
頃
、
伝
阿
仏
尼
筆
本
は
同
家
を
出
て
、
英
国
籍
の
イ
ン
ド
人
で
、
普
通
に
は
モ
ー
デ
さ
ん
と
呼
ば
れ
た
人
の
有
に
帰
し
た
。
 
（『
高
松
宮
御
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
〔
解
説
〕』）
と
が
齟
齬
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
９
）。
山
岸
の
言
に
拠
れ
ば
、
紀
州
家
本
は
、
紀
州
家
か
ら
直
接
モ
デ
ィ
の
も
と
に
渡
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
ず
、
そ
の
間
に
、
高
木
の
蔵
に
か
か
る
時
期
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
高
木
の
「
賜
架
書
屋
蔵
」
と
い
う
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
る
東
洋
大
本
は
、「
紀
州
家
旧
蔵
本
」
の
一
部
な
の
で
は
な
く
、
ま
っ
た
く
別
の
伝
来
を
も
っ
た
本
だ
と
い
う
可
能
性
が
高
い
」
と
、
結
論
づ
け
た
。
た
し
か
に
、
山
岸
の
証
言
を
見
る
と
、
高
木
に
関
す
る
こ
と
に
は
一
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切
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
大
内
氏
が
右
の
よ
う
な
疑
問
を
抱
い
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
章
に
示
し
た
久
保
木
氏
の
推
測
に
従
う
な
ら
ば
、
そ
の
疑
義
も
解
消
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
武
田
祐
吉
に
擬
せ
ら
れ
る
人
物
に
よ
る
校
訂
の
最
中
、
紀
州
家
本
と
そ
れ
を
収
め
る
「
梨
子
地
源
氏
蒔
絵
歌
書
箪
笥
」
の
「
展
観
」
出
品
が
決
定
。
校
訂
に
使
用
さ
れ
て
い
た
数
帖
に
つ
い
て
は
、
落
札
者
で
あ
る
モ
デ
ィ
の
も
と
に
は
渡
ら
ず
、
校
訂
後
、
高
木
に
返
却
さ
れ
て
氏
の
有
に
帰
し
た
。
そ
し
て
年
月
を
経
て
、
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
の
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
伝
来
過
程
を
考
え
れ
ば
、
帚
木
巻
を
含
む
紀
州
家
本
数
帖
が
高
木
の
蔵
書
で
あ
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
石
田
の
、
紀
州
家
→
高
木
→
モ
デ
ィ
と
い
う
伝
来
に
つ
い
て
の
推
測
は
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
大
内
氏
は
、
紀
州
家
本
が
五
十
四
帖
揃
で
紀
州
家
よ
り
モ
デ
ィ
に
渡
り
、
そ
の
間
に
高
木
の
蔵
で
あ
っ
た
時
期
は
無
い
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
、
高
木
の
蔵
書
で
あ
っ
た
東
洋
大
本
は
、
紀
州
家
本
帚
木
巻
で
は
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
紀
州
家
本
は
、
モ
デ
ィ
と
高
木
の
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
別
に
伝
来
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
久
保
木
氏
の
指
摘
が
事
実
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
東
洋
大
本
は
紀
州
家
本
帚
木
巻
で
あ
っ
た
と
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
紀
州
家
本
の
伝
来
過
程
を
め
ぐ
る
大
内
氏
の
疑
義
は
解
消
さ
れ
得
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
二
お
よ
び
三
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
、
二
の
、
東
洋
大
本
の
本
文
と
、『
講
話
』
お
よ
び
『
旧
大
系
源
氏
』
所
引
の
紀
州
家
本
帚
木
巻
の
本
文
と
の
不
整
合
に
つ
い
て
。
大
内
氏
は
、『
講
話
』
お
よ
び
『
旧
大
系
源
氏
』
所
引
の
紀
州
家
本
帚
木
巻
の
本
文
十
二
箇
所
と
、
当
該
箇
所
の
東
洋
大
本
の
本
文
と
を
比
較
し
、
そ
の
う
ち
の
七
箇
所
を
「
問
題
の
あ
る
箇
所
」
と
し
て
考
察
し
て
い
る
。
以
下
が
、
そ
の
「
問
題
の
あ
る
箇
所
」
で
あ
る
。
大
内
氏
論
文
よ
り
転
載
す
る
。（「
・
」
は
補
入
を
表
す
。
な
お
、
転
載
に
際
し
、
私
に
番
号
を
ふ
り
直
し
、
頁
数
な
ど
の
表
記
を
改
め
た
。）
＊ 
『
旧
大
系
源
氏
』
お
よ
び
『
講
話
』
所
引
本
文
（
頁
）
―
東
洋
大
本
の
本
文
（
丁
行
）
一
、 （
そ
の
思
ひ
い
で
、
う
ら
め
し
き
ふ
し
あ
ら
ざ
ら
ん
や
。
あ
し
く
も
よ
く
も
）（『
旧
大
系
源
氏
』
六
七
）
―
そ
の
思
出
う
ら
め
し
き
ふ
し
あ
ら
さ
ら
ん
や
あ
し
く
も
よ
く
も
（
一
五
ウ
二
）
二
、
例
も
（『
講
話
』
二
七
）
―
れ
い
は
（
三
九
ウ
三
）
三
、 
人
ぢ
か
な
ら
ん
な
ん
（『
講
話
』
三
六
）
―
ひ
と
ち
か
な
ら
ん
な
ん
（
四
〇
ウ
一
）
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四
、 
心
も
と
な
く
て
は
（『
講
話
』
五
九
）
―
心
も
・と
な
く
て
は　
＊
「
も
」
は
「
の
」
を
削
除
し
て
上
書
き
。（
四
二
オ
三
）
五
、 
い
り
（『
講
話
』
一
一
九
）
―
い
り　
＊
ミ
セ
ケ
チ
に
し
て
ミ
セ
ケ
チ
符
合
を
削
除
。（
五
二
オ
四
）
六
、 
か
ほ
け
さ
や
か
に
（『
講
話
』
一
一
九
）
―
か
・ほ
け
さ
や
か
に
（
五
二
ウ
三
）
七
、 
の
給
ひ
て
ん
（『
旧
大
系
源
氏
』
一
〇
〇
）
―
の
た
ま
ひ
みて
む
（
五
三
ウ
三
）
一
に
つ
い
て
、
東
洋
大
本
で
は
、（　
）
内
の
本
文
が
本
行
と
は
別
筆
の
補
入
で
書
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
旧
大
系
源
氏
』
は
、
別
筆
の
補
入
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
大
内
氏
は
、「
紀
州
家
旧
蔵
本
」
に
は
本
行
に
当
該
本
文
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
」
と
、
東
洋
大
本
と
紀
州
家
本
帚
木
巻
と
が
別
の
本
で
あ
る
蓋
然
性
を
指
摘
す
る
。
一
方
、「
仮
に
「
紀
州
家
旧
蔵
本
」
と
高
木
本
（
引
用
者
注　
東
洋
大
本
）
が
同
一
の
写
本
で
あ
っ
た
場
合
」、『
旧
大
系
源
氏
』
が
「
武
田
校
本
」
を
用
い
た
と
仮
定
し
て
、
「
佐
佐
木
・
武
田
校
合
本
（
引
用
者
注　
「
武
田
校
本
」）
が
本
行
に
補
入
を
反
映
さ
せ
た
形
で
校
合
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
も
述
べ
て
、「
武
田
校
本
」
が
補
入
を
本
行
に
反
映
さ
せ
て
校
合
し
た
蓋
然
性
も
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
、
三
、
四
、
五
、
七
に
つ
い
て
、「
紀
州
家
旧
蔵
本
」
と
高
木
本
と
の
親
近
性
を
示
す
例
も
あ
る
が
」、
三
を
除
い
て
「
い
ず
れ
も
訂
正
が
絡
ん
で
お
り
、
校
合
本
の
校
合
方
針
が
明
ら
か
で
な
い
以
上
、
両
者
が
同
一
で
あ
る
と
い
う
証
拠
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
言
う
。（
な
お
大
内
氏
は
、
三
に
つ
い
て
、
単
な
る
表
記
の
違
い
故
か
、
言
及
し
て
い
な
い
。）
大
内
氏
は
、
東
洋
大
本
に
お
け
る
補
入
や
ミ
セ
ケ
チ
が
、『
講
話
』
や
『
旧
大
系
源
氏
』
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
東
洋
大
本
を
紀
州
家
本
帚
木
巻
と
同
定
す
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
内
氏
が
「
問
題
の
あ
る
箇
所
」
と
す
る
右
の
七
箇
所
の
う
ち
二
を
除
く
六
箇
所
は
、
い
ず
れ
も
『
講
話
』
や
『
旧
大
系
源
氏
』
の
用
い
た
本
文
資
料
が
、
す
で
に
補
入
や
ミ
セ
ケ
チ
を
反
映
さ
せ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
特
段
問
題
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。（
大
内
氏
は
、
六
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
な
い
が
、
六
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。）
補
入
や
ミ
セ
ケ
チ
の
詳
細
が
『
講
話
』
や
『
旧
大
系
源
氏
』
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
が
東
洋
大
本
を
紀
州
家
本
帚
木
巻
と
す
る
こ
と
へ
の
強
い
否
定
的
根
拠
と
は
な
り
得
な
い
と
考
え
る
。
唯
一
、
二
だ
け
が
、
東
洋
大
本
と
紀
州
家
本
帚
木
巻
と
で
明
ら
か
な
異
同
を
示
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
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こ
の
箇
所
、『
講
話
』
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
〇
然
か
し
。
例
も
忌
み
給
ふ
方
な
り
け
り
。（
本
文
）
諸
本
中
、「
例
も
」
と
す
る
一
群
と
、「
例
は
」
と
す
る
一
群
と
両
様
あ
る
。
こ
れ
は
青
表
紙
と
河
内
本
と
の
差
異
に
は
直
接
は
関
せ
ぬ
や
う
で
、
河
内
本
系
の
河
海
抄
は
「
は
」
な
の
に
、
花
鳥
餘
情
は
「
も
」
で
あ
り
、
尾
州
家
本
も
「
も
」
で
あ
る
。
尾
州
家
本
と
同
系
統
の
有
栖
川
宮
家
本
・
七
毫
源
氏
本
及
び
同
じ
く
河
内
本
の
平
瀬
本
等
の
諸
本
も
皆
「
も
」
で
あ
る
。
従
一
位
麗
子
本
系
の
紀
州
家
旧
蔵
本
も
亦
「
も
」
で
あ
る
。
…
… 
（
第
二
巻
）
東
洋
大
本
で
は
「
れ
い
は
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
、「
紀
州
家
旧
蔵
本
も
亦
「
も
」
で
あ
る
」
と
言
う
。
大
内
氏
は
こ
こ
を
「
紀
州
家
旧
蔵
本
」
と
高
木
本
に
異
同
の
あ
る
こ
と
を
示
す
例
で
あ
り
、
両
者
が
別
の
本
だ
と
い
う
証
左
に
な
り
得
る
箇
所
」
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
氏
自
ら
も
、「
た
だ
し
佐
佐
木
・
武
田
校
合
本
は
『
新
解
』
を
用
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
校
合
漏
れ
に
よ
っ
て
『
新
解
』
の
「
例
も
」
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
」
と
、
そ
の
蓋
然
性
を
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
も
『
講
話
』
が
依
拠
し
た
本
文
資
料
に
お
け
る
校
合
漏
れ
に
起
因
し
た
異
同
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
問
題
は
解
決
で
き
よ
う
。
大
内
氏
は
、『
講
話
』
が
紀
州
家
本
の
本
文
を
「
武
田
校
本
」
に
拠
っ
た
と
考
え
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、『
講
話
』
が
依
拠
し
た
本
文
資
料
に
つ
い
て
は
、
山
岸
に
次
の
よ
う
な
証
言
が
あ
る
。
先
生
（
引
用
者
注　
島
津
久
基
）
が
、
源
氏
物
語
講
話
の
執
筆
に
着
手
せ
ら
れ
た
頃
以
来
、
頑
健
と
は
申
し
が
た
い
先
生
に
私
は
、
出
来
る
だ
け
の
奉
仕
を
し
た
い
と
思
っ
た
。
尾
張
徳
川
家
の
河
内
本
や
、
東
山
文
庫
本
や
、
同
文
庫
の
七
毫
源
氏
や
、
伝
阿
仏
尼
筆
（
紀
州
徳
川
家
旧
蔵
）
本
な
ど
に
関
す
る
事
や
、
四
辻
善
成
の
珊
瑚
秘
抄
や
、
高
松
宮
家
本
な
ど
、
自
分
の
手
で
都
合
の
出
来
る
も
の
を
、
先
生
の
御
言
葉
に
従
っ
て
、
そ
の
都
度
、
便
宜
を
計
る
よ
う
に
し
た
。
 
（「
源
氏
物
語
の
思
出
」、『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
月
報
９
、
 
昭
和
三
十
三
年
一
月
）
島
津
の
『
講
話
』
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
諸
本
、
注
釈
書
の
類
の
資
料
は
、
山
岸
が
用
意
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
紀
州
家
本
の
本
文
も
、
山
岸
よ
り
提
供
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
山
岸
が
ど
の
よ
う
な
形
で
島
津
に
紀
州
家
本
の
本
文
を
提
供
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
の
箇
所
が
、『
新
解
』
で
は
、「
例
も
」
と
な
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
そ
れ
を
山
岸
が
「
例
は
」
と
校
合
し
損
ね
て
、
書
き
落
と
し
た
ま
ま
島
津
に
提
供
し
た
蓋
然
性
も
考
え
ら
れ
る
。
山
岸
提
供
の
本
文
資
料
に
お
け
る
校
合
漏
れ
が
原
因
と
な
っ
て
、
二
の
よ
う
な
異
同
が
生
じ
て
し
ま
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っ
た
と
考
え
れ
ば
、
問
題
は
十
分
に
解
決
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
）
（1
（
。
以
上
、
大
内
氏
が
「
問
題
の
あ
る
箇
所
」
と
し
た
七
箇
所
は
い
ず
れ
も
、『
講
話
』
や
『
旧
大
系
源
氏
』
が
依
っ
た
本
文
資
料
の
問
題
に
起
因
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
東
洋
大
本
と
、『
講
話
』、『
旧
大
系
源
氏
』
所
引
本
文
と
の
異
同
は
、
東
洋
大
本
が
紀
州
家
本
帚
木
巻
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
根
拠
と
は
な
り
得
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
三
の
、
東
洋
大
本
の
本
文
系
統
と
、
紀
州
家
本
の
本
文
系
統
と
の
不
整
合
に
つ
い
て
。
大
内
氏
は
、
如
上
の
問
題
に
つ
い
て
指
摘
し
た
後
、
さ
ら
に
「
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
紀
州
家
旧
蔵
本
」
と
、
同
一
視
し
て
こ
の
高
木
本
を
論
ず
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
言
い
、
山
岸
徳
平
、
島
津
久
基
、
池
田
亀
鑑
三
氏
の
紀
州
家
本
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
の
見
解
を
掲
げ
る
。
河
内
本
系
・
青
表
紙
本
系
の
何
れ
に
も
属
さ
な
い
、
第
三
系
列
中
に
分
類
せ
ら
る
べ
き
古
写
本
、 
（『
開
題
』）
そ
れ
か
ら
河
内
本
の
校
定
に
参
考
せ
ら
れ
た
八
本
の
一
で
あ
る
従
一
位
麗
子
本
（
注
略
）
も
伝
写
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
来
、
又
、
伝
阿
仏
尼
筆
（
注
略
）
の
紀
州
徳
川
家
旧
蔵
本
も
、
内
容
か
ら
す
れ
ば
恐
ら
く
そ
の
系
統
に
属
す
る
も
の
と
推
定
し
得
ら
れ
る
。 
（『
講
話
』
第
二
巻
）
鎌
倉
時
代
の
中
ご
ろ
、
当
時
の
学
者
や
文
人
達
が
分
担
し
て
書
い
た
も
の
で
、
非
常
に
め
づ
ら
し
い
系
統
の
も
の
で
あ
つ
た
。
 
（「
本
の
ゆ
く
へ
」）
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
、
紀
州
家
本
が
、「
河
内
本
系
・
青
表
紙
本
系
の
何
れ
に
も
属
さ
な
い
」「
非
常
に
め
づ
ら
し
い
系
統
」
の
本
文
、
い
わ
ゆ
る
別
本
の
本
文
で
あ
る
と
す
る
見
解
）
（（
（
を
も
と
に
、「
そ
う
し
た
評
価
と
高
木
本
の
本
文
と
を
結
び
付
け
る
こ
と
に
は
現
段
階
で
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
う
。
な
ぜ
な
ら
、
東
洋
大
本
は
、
石
田
に
よ
っ
て
「
き
わ
め
て
純
度
の
高
い
青
表
紙
本
系
統
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
大
内
氏
は
、
こ
の
本
文
系
統
を
め
ぐ
る
見
解
の
不
整
合
か
ら
、
東
洋
大
本
と
紀
州
家
本
帚
木
巻
と
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
は
慎
重
と
な
る
べ
き
と
し
た
。
け
れ
ど
も
、
紀
州
家
本
を
別
本
と
す
る
諸
氏
の
見
解
は
、
全
巻
を
概
括
し
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
巻
ご
と
に
見
る
な
ら
ば
、
自
ず
と
ま
た
異
な
っ
た
所
見
が
得
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
山
岸
は
、
紀
州
家
本
の
本
文
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
も
言
58
っ
て
い
る
。
伝
阿
仏
尼
筆
の
本
文
は
、
総
角
巻
・
早
蕨
巻
及
び
宿
木
巻
の
前
半
の
如
き
に
、
河
内
本
や
湖
月
抄
本
と
極
め
て
大
き
な
異
同
持
つ
外
、
略
々
松
風
巻
以
下
は
、
相
違
の
程
度
に
多
少
の
差
は
あ
る
が
、
大
体
は
湖
月
抄
本
に
極
め
て
親
近
な
関
係
に
立
ち
、
一
致
す
る
が
如
き
部
分
を
多
く
持
つ
て
居
る
。
唯
、
帚
木
巻
・
榊
巻
を
除
け
ば
、
桐
壺
巻
以
下
、
明
石
巻
・
澪
標
巻
の
如
き
辺
ま
で
は
、
多
少
顕
著
な
相
違
を
持
つ
本
文
で
あ
る
。 
（『
開
題
』）
こ
れ
に
よ
る
な
ら
ば
、
紀
州
家
本
帚
木
、
賢
木
の
二
巻
は
、
湖
月
抄
本
、
す
な
わ
ち
青
表
紙
本
系
の
本
文
に
極
め
て
近
い
本
文
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
東
洋
大
本
は
、「
き
わ
め
て
純
度
の
高
い
青
表
紙
本
系
統
で
あ
る
」
と
す
る
石
田
の
見
解
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
な
る
。
東
洋
大
本
が
紀
州
家
本
帚
木
巻
で
あ
る
蓋
然
性
は
む
し
ろ
高
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
大
内
氏
が
、
東
洋
大
本
の
本
文
を
め
ぐ
っ
て
呈
し
た
疑
義
は
、
い
ず
れ
も
東
洋
大
本
を
紀
州
家
本
帚
木
巻
と
同
定
す
る
こ
と
へ
の
否
定
的
根
拠
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
東
洋
大
本
は
紀
州
家
本
帚
木
巻
で
あ
る
と
、
ひ
と
ま
ず
判
断
し
て
よ
い
も
の
と
考
え
る
。
四
、
東
洋
大
本
の
書
誌
と
筆
蹟
東
洋
大
本
を
書
誌
や
筆
蹟
の
観
点
か
ら
見
た
と
き
は
、
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
近
時
、
久
保
木
秀
夫
氏
は
、「『
源
氏
物
語
』
紀
州
徳
川
家
旧
蔵
本
の
片
鱗
」（『
汲
古
』
第
七
四
号
、
平
成
三
十
年
十
二
月
。
以
下
、「
片
鱗
」）
に
お
い
て
、
植
松
安
「
源
氏
物
語
の
書
誌
」
に
紀
州
家
本
の
書
誌
が
載
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
植
松
論
文
に
掲
出
さ
れ
る
、
紀
州
家
本
の
書
誌
は
次
の
通
り
。
源
氏
物
語　
全
部　
六
半
本　
添
紙
ニ
、
安
嘉
門
院
四
條
局
号
阿
仏
真
筆
。
は
ゝ
き
ゝ
、
玉
か
つ
ら
、
ま
き
柱
、
冷
泉
祖
為
相
卿
。
う
め
か
え
一
帖
者
、
二
條
家
為
親
卿
。
於
外
題
青
蓮
院
宮
尊
朝
親
王
芳
筆
。
寔
可
謂
至
宝
也
。
応
厳
命
誌
之
耳
。（
徳
川
頼
貞
氏
）
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
の
書
誌
は
、
徳
川
頼
貞
（
明
治
二
十
五
〈
一
八
九
二
〉
年
〜
昭
和
二
十
九
〈
一
九
五
四
〉
年
）
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
徳
川
頼
貞
は
、
紀
州
家
十
六
代
当
主
。
無
類
の
音
楽
愛
好
家
と
し
て
知
ら
れ
、「
音
楽
の
殿
様
」
と
呼
ば
れ
た
。
紀
州
家
本
が
売
立
に
出
さ
れ
た
、
昭
和
二
年
四
月
の
「
紀
州
徳
川
家
蔵
品
展
観
」
は
、
頼
貞
の
時
代
に
開
か
れ
て
い
る
）
（1
（
。
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「
徳
川
頼
貞
氏
」
と
注
記
さ
れ
る
以
外
に
、
こ
の
書
誌
の
情
報
源
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
植
松
論
文
よ
り
溯
る
こ
と
九
年
、
大
正
五
年
五
月
発
行
の
『
南
葵
文
庫
創
立
紀
念
会
陳
列
目
録
』【
写
真
２
】
に
も
、
同
様
の
書
誌
が
載
る
。
阿
仏
尼
、
冷
泉
為
相
、
二
条
為
親
筆
静ママ
蓮
院
宮
尊
朝
法
親
王
外
題　
　
 「
源
氏
物
語
」 　
　
五
十
四
冊
　
書
篋　
草
木
花
卉
蒔
絵　
抽
出
梨
子
地
具
体
的
な
巻
名
と
そ
の
筆
者
ま
で
は
記
さ
な
い
が
、
本
文
筆
者
を
阿
仏
尼
（
貞
応
元
〈
一
二
二
二
〉
年
？
〜
弘
安
六
〈
一
二
八
三
〉
年
）、
冷
泉
為
相
（
弘
長
三
〈
一
二
六
三
〉
年
〜
嘉
暦
三
〈
一
三
二
八
〉
年
）、
二
条
為
親
（
鎌
倉
時
代
末
期
〜
暦
応
四
〈
一
三
四
一
〉
年
）、
外
題
筆
者
を
尊
朝
法
親
王
（
天
文
二
十
一
〈
一
五
五
二
〉
年
〜
慶
長
二
〈
一
五
九
七
〉
年
）
と
す
る
と
こ
ろ
、
植
松
論
文
の
書
誌
に
同
じ
い
）
（1
（
。（『
陳
列
目
録
』
掲
出
の
書
誌
と
、
植
松
論
文
掲
出
の
書
誌
に
は
、
共
通
の
資
料
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。『
陳
列
目
録
』
掲
出
の
書
誌
は
、
恐
ら
く
そ
れ
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。）
植
松
論
文
所
引
の
書
誌
は
、
初
め
に
本
文
筆
者
、
次
に
外
題
筆
者
の
名
を
書
き
、「
寔
可
謂
至
宝
也
。
応
厳
命
誌
之
耳
」
と
い
う
評
言
を
以
て
結
ぶ
書
式
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
書
式
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
も
と
古
筆
見
の
折
紙
の
類
に
拠
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
「
柏
木
」
に
附
さ
れ
た
寛
永
四
年
古
筆
了
佐
の
折
紙
（
太
田
晶
二
郎
「
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵 
源
氏
物
語
（
青
表
紙
本
）
解
題
」、『
太
田
晶
二
郎
著
作
集　
第
四
冊
』
所
収
に
拠
る
）。
源
氏
靑
表
紙
之
内
／
柏
木
卷
一
册
者
、
京
極
／
黄
門
定
家
卿
御
眞
跡
／
無
レ
紛
者
也
。
但
、
付
レ
墨
／
紙
數
、
五
拾
壹
枚
在
レ
之
也
。
／
奥
之
勘
物
一
面
餘
之
／
筆
者
、
可
二
押
知
一
也
。
／
外
但
、付
札
也
、
題
・
引
哥
六
首
、
／
後
柏
原
院
御
震（宸）筆
、
／
以
二
彼
是
一
、
可
レ
謂
二
至
寶
一
／
者
也
。
愚
也
之
添
状
／
〇
折
リ
テ
裏
側
雖
二
憚
多
一
、
依
二
御
所
望
一
證
レ
之
已（マ
ヽ
）而
。
初
め
に
本
文
筆
者
に
つ
い
て
記
し
（「
京
極
黄
門
定
家
卿
御
眞
跡
無
レ
紛
者
也
」）、
続
い
て
「
奥
之
勘
物
」
の
筆
者
、
そ
し
て
外
題
筆
者
に
ま
で
言
い
及
び
（「
後
柏
原
院
御
震（宸）筆
」）、
評
（「
以
二
彼
是
一
、
可
レ
謂
二
至
寶
一
者
也
」）
を
下
し
て
、
最
後
に
謙
辞
（「
愚
也
之
添
状
〇
折
リ
テ
裏
側
雖
二
憚
【写真2】『南葵文庫創立紀念
会陳列目録』（大正５年５月）
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多
一
、
依
二
御
所
望
一
證
レ
之
已（マ
ヽ
）而
」）
を
以
て
結
ぶ
。
こ
れ
は
、
植
松
論
文
に
載
る
書
誌
の
書
式
に
一
致
す
る
。
あ
る
い
は
、
古
筆
見
以
外
の
鑑
定
書
。
例
え
ば
、
大
澤
本
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
の
前
田
香
雪
の
鑑
定
書
。
伊
井
春
樹
他
『
幻
の
写
本
・
大
澤
本
源
氏
物
語
』
掲
載
の
写
真
に
よ
れ
ば
、「
…
夢
の
浮
橋　
慶
運
法
印
／
以
上
／
外
題　
前
関
白
近
衛
信
尹
公
／
外
題
絵　
狩
野
山
楽
／
右
各
筆
々
蹟
無
疑
実
ニ
可
謂
天
下
至
宝
也
、
因
茲
ニ
證
之
／
明
治
丁
未
臘
月　
前
田
香
雪 
印 
」（『
錦
上
花
』）
と
あ
る
。
植
松
論
文
に
載
る
書
誌
や
尊
経
閣
文
庫
蔵
「
柏
木
」
に
附
く
折
紙
と
同
様
の
書
式
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
鑑
定
書
を
記
し
た
前
田
香
雪
（
天
保
十
二
〈
一
八
四
一
〉
年
〜
大
正
五
〈
一
九
一
六
〉
年
）
は
、
本
名
夏
繁
、
明
治
八
年
、「
平
仮
名
絵
入
新
聞
」
の
記
者
と
な
り
、
後
に
小
説
家
に
転
身
し
た
人
物
で
、
古
美
術
の
鑑
識
に
も
す
ぐ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
帝
室
博
物
館
、
古
社
寺
保
存
会
な
ど
の
委
員
を
経
て
、
明
治
二
十
五
年
に
は
東
京
美
術
学
校
教
授
に
就
任
。
古
筆
に
も
精
通
し
て
い
た
と
い
う
（
同
書
）。
紀
州
家
本
に
も
元
々
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
「
柏
木
」
や
大
澤
本
の
よ
う
に
、
古
筆
見
、
あ
る
い
は
古
筆
に
精
通
し
た
人
物
に
よ
る
折
紙
が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
情
報
が
徳
川
頼
貞
か
ら
植
松
に
提
供
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
紀
州
家
に
お
い
て
そ
れ
な
り
に
古
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
情
報
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
書
誌
に
よ
れ
ば
、
紀
州
家
本
は
、
本
文
が
主
と
し
て
「
阿
仏
真
筆
）
（1
（
」、
帚
木
、
玉
鬘
、
真
木
柱
の
三
帖
が
冷
泉
為
相
筆
、
梅
枝
一
帖
が
二
条
為
親
筆
と
さ
れ
る
）
（1
（
。
紀
州
家
本
は
、「
阿
仏
真
筆
」
一
筆
の
揃
本
な
の
で
は
な
く
、
複
数
人
の
手
に
成
る
寄
合
書
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
）
（1
（
。
ま
た
書
誌
に
は
、
外
題
の
筆
者
と
し
て
、
尊
朝
法
親
王
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
尊
朝
法
親
王
は
、
伏
見
宮
邦
輔
親
王
（
永
正
十
〈
一
五
一
三
〉
年
〜
永
禄
六
〈
一
五
六
三
〉
年　
）
の
王
子
で
、
正
親
町
天
皇
（
永
正
十
四
〈
一
五
一
七
〉
年
〜
文
禄
二
〈
一
五
九
三
〉
年　
　
）
の
猶
子
（『
華
頂
要
略
』
巻
第
十
三
）。
紀
州
家
本
を
紀
州
家
に
齎
し
た
伏
見
宮
家
の
王
女
、
安
宮
照
子
の
大
叔
父
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
能
筆
と
謳
わ
れ
、
尊
朝
流
の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
青
蓮
院
の
寺
誌
で
あ
る
『
華
頂
要
略
』
に
は
、
尊
朝
法
親
王
が
、
人
に
乞
わ
れ
て
し
ば
し
ば
『
源
氏
物
語
』
を
書
写
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
十
六
日
、
依
二
大
和
宰
相
所
望
一
、
染
レ
筆
二
伊
勢
物
語
一
部
、
鈴
虫
巻
等
一
。
以
レ
使
志
摩
、
遣
二
郡
山
一
庵
方
一
。
廿
一
日
、
礼
状
到
来
。 
（
天
正
十
四
〈
一
五
八
六
〉
年
八
月
十
六
日
条
）
同
廿
七
日
、
依
二
関
白
秀
吉
公
命
一
、
清
書
二
源
氏
物
語
若
菜
下
巻
一
61　東洋大学附属図書館蔵「はゝ き木」私見─紀州家旧蔵伝阿仏尼等筆源氏物語の研究─
進
レ
之
。 
（
同
十
七
〈
一
五
八
九
〉
年
二
月
廿
七
日
条
）
同
十
七
日
、
被
レ
染
二
宸
筆
一
。
安
倍
晴
明
自
筆
地
震
之
占
文
下
賜
二
之
一
。
　
御
文
云
、
　
　
 
尊
書
祝
着
申
候
。
仍
夢
浮
橋
一
冊
慥
請
取
申
候
。
就
者
地
震
之
占
文
染
二
愚
筆
一
候
而
進
候
。
隙
入
候
而
一
筆
如
レ
此
　
　
　
閏
七
月
十
七
日　
　
　
　
御
花
押
　
　
　
　
 
青
蓮
院
殿
 
（
文
禄
五
〈
一
五
九
六
〉
年
七
月
十
七
日
条
）
「
鈴
虫
巻
」「
若
菜
下
巻
」「
夢
浮
橋
一
冊
」
と
、
本
文
の
書
写
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
当
然
、
外
題
の
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
東
洋
大
本
外
題
の
筆
蹟
は
、
尊
朝
法
親
王
の
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
東
洋
大
本
の
外
題
と
、『
尊
朝
法
親
王
書
』（
元
禄
四
〈
一
六
九
一
〉
年
四
月
刊
、『
往
来
物
大
系　
十
三
』
所
収
）
の
中
か
ら
、「
は
ゝ
」
「
き
」「
木
」
の
字
を
集
字
し
て
復
原
し
た
も
の
と
を
並
べ
た
の
が
、
【
写
真
3
】
で
あ
る
。
両
者
殆
ど
同
筆
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
酷
似
す
る
。「
は
ゝ
」
は
同
筆
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
き
」
も
東
洋
大
本
外
題
の
筆
蹟
に
比
し
て
線
が
太
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
三
筆
目
の
右
斜
め
下
に
貫
く
線
が
二
筆
目
の
み
を
貫
い
て
四
筆
目
に
続
く
な
ど
、
運
筆
は
同
じ
で
あ
る
。「
木
」
は
少
し
く
異
な
る
印
象
も
あ
る
が
、
別
筆
と
言
う
ほ
ど
に
異
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
東
洋
大
本
外
題
は
、
尊
朝
法
親
王
筆
と
見
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
か
）
（1
（
。（『
尊
朝
法
親
王
書
』
の
筆
蹟
は
、
『
尊
朝
親
王
御
真
跡
詩
歌
』（
奈
良
教
育
大
学
資
料
館
蔵
。
安
永
五
〈
一
七
七
六
〉
年
十
一
月
刊
）
の
筆
蹟
と
も
殆
ど
同
筆
で
あ
る
。
東
洋
大
本
の
外
題
が
尊
朝
法
親
王
真
蹟
で
あ
る
蓋
然
性
は
極
め
て
高
い
。）
尊
朝
法
親
王
が
伏
見
宮
家
の
出
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
紀
州
家
本
が
伏
見
宮
家
に
あ
っ
た
と
き
に
、
現
在
の
装
幀
、
す
な
わ
ち
東
洋
大
本
の
装
幀
に
改
め
ら
れ
、
尊
朝
法
親
王
が
外
題
を
揮
毫
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
『
源
氏
物
語
』
を
複
数
人
で
書
写
し
、
そ
の
写
本
を
製
本
す
る
際
、
高
貴
で
学
識
の
高
い
人
物
が
全
帖
の
外
題
を
揮
毫
す
る
例
は
、
多
く
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
『
源
氏
物
語
』
は
五
四
帖
と
大
部
で
あ
る
た
め
に
、
書
物
の
商
品
化
と
量
産
化
が
進
み
、
文
字
の
上
手
い
職
人
的
な
書
写
者
が
一
人
で
全
帖
を
担
当
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
江
戸
時
代
を
除
い
て
、
室
町
時
代
以
前
で
は
一
筆
で
書
写
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
、
複
数
の
人
物
に
よ
っ
て
分
担
書
写
さ
れ
る
こ
と
が
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
清
書
後
の
製
本
に
際
し
て
、
統
一
感
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
表
紙
を
揃
え
る
の
は
勿
論
の
こ
と
と
し
て
、
一
人
の
人
物
が
全
帖
の
外
題
を
記
す
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
の
外
題
を
担
当
す
る
人
物
は
、
本
文
の
書
写
を
も
分
担
し
て
い
る
全
体
の
取
り
ま
と
め
役
の
よ
う
な
者
か
、
本
文
部
分
に
は
関
与
し
て
い
な
い
、
身
分
や
学
識
が
高
い
者
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
（
佐
々
木
孝
浩
「
飯
沼
山
圓
福
寺
蔵　
源
氏
物
語
「
ま
ほ
ろ
し
」
帖
―
解
題
・
影
印
・
翻
刻
―
」、
 
『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
十
三
輯
、
平
成
三
十
一
年
二
月
）
紀
州
家
本
も
、
伝
阿
仏
尼
筆
、
伝
為
相
筆
、
伝
為
親
筆
と
、「
複
数
の
人
物
に
よ
っ
て
分
担
書
写
さ
れ
」
た
寄
合
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
現
在
の
装
幀
に
改
め
ら
れ
た
際
、「
統
一
感
を
持
た
せ
る
た
め
に
」、「
身
分
や
学
識
が
高
い
」
尊
朝
法
親
王
が
全
帖
の
外
題
を
揮
毫
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
（1
（
。（
但
し
、
そ
れ
は
明
暦
三
〈
一
六
五
七
〉
年
の
安
宮
照
子
降
嫁
の
折
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
尊
朝
法
親
王
は
慶
長
二
〈
一
五
九
七
〉
年
に
遷
化
。
外
題
の
揮
毫
は
そ
れ
以
前
の
こ
と
と
な
る
。）
と
す
れ
ば
、
紀
州
家
に
伝
え
ら
れ
た
書
誌
情
報
と
、
東
洋
大
本
外
題
の
筆
者
と
が
符
合
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
外
題
が
、
ま
さ
し
く
尊
朝
法
親
王
筆
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
東
洋
大
本
が
紀
州
家
本
帚
木
巻
な
る
こ
と
を
裏
付
け
る
有
力
な
証
左
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
、
本
文
の
筆
蹟
に
つ
い
て
。
植
松
論
文
所
引
の
書
誌
に
は
、
紀
州
家
本
帚
木
巻
の
筆
者
と
し
て
、
冷
泉
為
相
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
東
洋
大
本
の
筆
蹟
を
、
為
相
筆
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
為
相
真
筆
か
否
か
は
別
と
し
て
、
世
に
書
風
の
よ
く
似
た
一
類
の
筆
蹟
が
為
相
筆
と
さ
れ
て
い
る
。
試
み
に
こ
れ
ら
と
、
東
洋
大
本
の
筆
蹟
と
を
比
較
し
て
み
る
。
東
洋
大
本
の
筆
蹟
と
『
古
筆
学
大
成　
二
四
』
所
載
の
伝
為
相
筆
と
さ
れ
る
「
源
氏
物
語
切
」
図
版
一
九
二
（
青
表
紙
本
系
明
石
巻
）、
一
九
三
（
河
内
本
系
関
屋
巻
）、
一
九
四
（
河
内
本
系
絵
合
巻
）、
一
九
六
（
青
表
紙
本
系
手
習
巻
）
よ
り
抜
き
出
し
た
字
と
【写真3】 右 東洋大本外題
 左 『尊朝法親王書』より
集字したもの
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を
比
較
し
た
も
の
が
、【
写
真
4
】
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
に
、
東
洋
大
本
の
筆
蹟
は
、
伝
為
相
筆
と
さ
れ
て
い
る
筆
蹟
に
比
し
て
、
全
体
的
に
似
た
書
風
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
）
（1
（
。
丸
み
を
帯
び
た
「
乃
」
の
形
な
ど
は
、
特
に
似
る
も
の
も
あ
る
。
主
観
に
依
る
と
こ
ろ
無
し
と
し
な
い
が
、
東
洋
大
本
の
筆
蹟
は
伝
為
相
筆
と
さ
れ
る
も
の
と
大
む
ね
書
風
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
東
洋
大
本
を
伝
為
相
筆
の
一
種
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
紀
州
家
本
の
書
誌
情
報
と
符
合
す
る
こ
と
と
な
る
）
11
（
。
本
文
の
筆
蹟
も
、
植
松
論
文
に
載
る
紀
州
家
本
帚
木
巻
の
書
誌
に
合
致
す
る
。
外
題
筆
者
、
本
文
筆
者
、
い
ず
れ
の
点
に
お
い
て
も
東
洋
大
本
を
、
紀
州
家
本
帚
木
巻
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
幸
い
な
こ
と
に
、
紀
州
家
本
に
は
須
磨
巻
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。
久
保
木
氏
は
「
片
鱗
」
に
お
い
て
、『
東
京
日
日
新
聞
』
大
正
十
五
年
五
月
二
十
四
日
朝
刊
七
面
に
掲
載
さ
れ
た
、
高
木
文
談
「
紀
州
家
の
図
書
整
理
か
ら
世
に
出
た
貴
重
な
文
献
）
1（
（
」
と
、
そ
れ
に
載
る
紀
州
家
本
須
磨
巻
の
書
影
【
写
真
5
】
を
紹
介
し
た
。
久
保
木
氏
は
、「
紀
州
家
旧
蔵
本
は
基
本
的
に
は
伝
阿
仏
尼
筆
、
た
だ
し
四
帖
分
は
異
な
っ
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
帚
木
巻
は
伝
為
相
筆
と
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
書
影
の
知
ら
れ
た
須
磨
巻
は
伝
阿
仏
尼
筆
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
帚
木
巻
と
は
別
筆
と
な
っ
て
い
て
然
る
べ
き
で
あ
る
」
【写真4】上段　東洋大本
　　　　下段　伝為相筆（『古筆学大成　24』より。
　　　　左から、「源氏物語切」図版194、194、193、192、196、192）
64
と
言
う
。
し
か
し
久
保
木
氏
は
、
東
洋
大
本
の
筆
蹟
と
紀
州
家
本
須
磨
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
、「
行
間
の
取
り
方
と
い
っ
た
書
式
は
ほ
ぼ
同
等
、
か
つ
筆
蹟
も
、
実
際
に
は
同
筆
か
、
そ
う
で
な
く
て
も
同
一
圏
内
の
書
写
者
同
士
に
よ
る
相
当
の
類
筆
か
と
、
論
者
と
し
て
は
判
断
さ
れ
た
」
と
し
て
い
る
）
11
（
。
紀
州
家
本
須
磨
巻
の
書
影
を
見
る
に
、
行
数
も
東
洋
大
本
に
同
じ
十
行
、
一
行
あ
た
り
の
字
数
も
東
洋
大
本
と
殆
ど
同
じ
で
あ
り
「
書
式
は
ほ
ぼ
同
等
」。
筆
蹟
も
、
同
筆
と
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
帚
木
巻
の
そ
れ
と
「
相
当
の
類
筆
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
久
保
木
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
紀
州
家
本
須
磨
巻
と
帚
木
巻
の
筆
蹟
と
が
「
同
筆
か
、
そ
う
で
な
く
て
も
同
一
圏
内
の
書
写
者
同
士
に
よ
る
相
当
の
類
筆
か
」
と
す
る
と
、
こ
の
こ
と
は
紀
州
家
本
の
成
立
に
一
つ
の
推
測
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
紀
州
家
本
は
様
々
な
写
本
を
取
り
合
わ
せ
た
、
い
わ
ゆ
る
取
り
合
わ
せ
本
で
は
な
く
て
、
一
時
期
に
組
織
的
に
作
成
さ
れ
た
揃
本
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
考
え
ら
れ
る
。
尾
州
家
河
内
本
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
の
次
の
考
察
は
、
紀
州
家
本
に
つ
い
て
も
参
考
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
尾
州
家
本
（
引
用
者
注　
尾
州
家
河
内
本
）
の
筆
蹟
は
、
多
人
数
の
も
の
で
は
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
殆
ど
が
「
後
京
極
流
」
と
い
う
書
流
・
書
風
に
含
め
て
考
え
ら
れ
る
程
の
共
通
性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
判
る
の
は
、「
尾
州
家
本
」
は
寄
合
書
で
あ
っ
て
も
、
意
図
的
に
多
人
数
の
筆
蹟
を
集
め
た
も
の
と
は
異
な
り
、
書
風
に
親
近
性
を
有
す
る
集
団
の
中
で
集
中
的
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
佐
々
木
孝
浩
「
尾
州
家
本
源
氏
物
語
の
書
誌
学
的
再
考
察
」、
 
『
文
学
・
語
学
』
一
九
八
巻
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
）
植
松
論
文
所
引
の
書
誌
に
よ
れ
ば
、
紀
州
家
本
の
殆
ど
の
巻
は
、
伝
阿
【写真5】紀州家本須磨巻（「毎日新聞」検索Ｄ
Ｂ「毎索」より）
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仏
尼
筆
と
さ
れ
る
。
果
た
し
て
そ
れ
が
一
筆
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
今
は
確
認
す
る
術
が
な
い
が
、
そ
う
極
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、
そ
の
筆
蹟
は
、
一
筆
と
判
断
さ
れ
得
る
ほ
ど
に
似
た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
伝
為
相
筆
と
い
う
巻
々
に
つ
い
て
も
同
様
。
こ
れ
ら
も
似
た
筆
蹟
の
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
久
保
木
氏
の
言
う
よ
う
に
、
そ
の
伝
阿
仏
尼
筆
も
伝
為
相
筆
も
類
筆
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
紀
州
家
本
は
全
体
と
し
て
、「
同
一
圏
内
の
書
写
者
」
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。（
そ
れ
故
に
両
者
は
、
阿
仏
尼
と
血
縁
的
に
も
同
一
圏
内
の
、
子
の
為
相
筆
と
極
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
）
11
（
。）
と
す
る
と
、
紀
州
家
本
も
ま
た
尾
州
家
本
の
よ
う
に
、「
意
図
的
に
多
人
数
の
筆
蹟
を
集
め
た
も
の
」
で
は
な
く
、「
書
風
に
親
近
性
を
有
す
る
集
団
の
中
で
集
中
的
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
く
る
。
　
こ
の
こ
と
は
、
紀
州
家
本
の
成
立
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
視
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
）
11
（
。
な
お
、
紀
州
家
本
は
屡
々
、「
伝
阿
仏
尼
筆
本
」
と
呼
ば
れ
る
。
紀
州
家
本
の
殆
ど
の
巻
が
阿
仏
尼
筆
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
あ
た
か
も
全
帖
阿
仏
尼
一
筆
に
成
る
本
で
あ
る
か
の
よ
う
な
呼
称
で
あ
る
。
山
岸
も
紀
州
家
本
の
筆
蹟
に
つ
い
て
、『
開
題
』
に
「
大
体
、
全
部
一
筆
の
古
写
本
と
称
せ
ら
れ
て
居
る
」
と
書
い
て
い
る
。（
恐
ら
く
紀
州
家
本
を
実
見
し
た
武
田
祐
吉
か
ら
の
聞
き
伝
え
で
あ
ろ
う
。）
山
岸
は
、
諸
本
の
名
を
一
般
に
、「
陽
明
文
庫
本
」「
蓬
左
文
庫
本
」「
三
条
西
家
旧
蔵
本
」
等
の
よ
う
に
、
所
蔵
者
名
を
冠
し
て
書
く
の
だ
が
、
紀
州
家
本
に
つ
い
て
は
一
貫
し
て
「
伝
阿
仏
尼
筆
本
」
と
書
い
て
い
る
。
「
紀
州
家
旧
蔵
本
」
と
し
て
も
よ
い
と
こ
ろ
を
あ
え
て
「
伝
阿
仏
尼
筆
本
」
と
す
る
の
は
、
紀
州
家
本
に
つ
い
て
、
伝
阿
仏
尼
一
筆
に
成
る
『
源
氏
物
語
』
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
強
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
伝
阿
仏
尼
筆
と
い
う
の
は
、
伝
為
相
筆
、
伝
為
親
筆
と
共
に
、
古
筆
見
に
よ
っ
て
極
め
ら
れ
た
紀
州
家
本
の
本
文
の
伝
承
筆
者
名
の
ひ
と
つ
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
を
「
伝
阿
仏
尼
筆
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
要
ら
ぬ
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
む
し
ろ
実
情
を
反
映
す
れ
ば
、
「
阿
仏
尼
等
筆
」
と
呼
ぶ
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
紀
州
家
本
が
「
伝
阿
仏
尼
筆
本
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
不
思
議
で
は
な
い
。
青
表
紙
本
を
校
訂
し
た
定
家
の
息
為
家
の
側
室
で
あ
り
、
且
つ
『
源
氏
物
語
』
を
始
め
と
し
た
古
典
に
通
じ
、
『
十
六
夜
日
記
』
や
『
う
た
た
ね
』
を
記
し
た
阿
仏
尼
の
名
に
人
々
は
惹
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
写
本
が
佚
亡
し
、
紀
州
家
本
全
帖
の
筆
蹟
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
そ
れ
を
助
長
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
66
し
か
し
、
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
紀
州
家
本
が
伝
阿
仏
尼
一
筆
に
な
る
揃
本
で
は
な
く
、
伝
為
相
筆
、
伝
為
親
筆
の
帖
を
も
持
つ
寄
合
書
の
『
源
氏
物
語
』
で
あ
っ
た
こ
と
は
再
認
識
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
）
11
（
。
五
、
結
語
先
行
研
究
に
指
摘
さ
れ
る
問
題
点
、
未
だ
検
証
の
足
ら
ぬ
点
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
検
証
し
、
私
見
を
述
べ
た
。
伝
来
、
本
文
、
書
誌
、
筆
蹟
、
い
ず
れ
の
観
点
か
ら
し
て
も
、
東
洋
大
本
を
紀
州
家
本
帚
木
巻
と
断
定
す
る
に
足
る
結
果
が
得
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。
モ
デ
ィ
の
も
と
に
あ
っ
た
紀
州
家
本
数
帖
は
、
神
戸
大
空
襲
に
遭
い
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
蓋
然
性
が
高
く
、
残
存
は
望
め
な
い
。
紀
州
家
本
の
本
文
を
書
き
留
め
た
校
合
本
、
す
な
わ
ち
「
武
田
校
本
」
と
「
山
岸
校
本
」
も
ま
た
、
所
在
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
う
し
た
現
状
に
お
い
て
、
帚
木
巻
の
み
と
は
言
え
、
紀
州
家
本
の
本
文
、
そ
し
て
書
物
と
し
て
の
そ
の
姿
を
伝
え
る
東
洋
大
本
は
、
紀
州
家
本
の
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
大
き
く
、
ま
さ
し
く
珍
重
す
べ
き
一
帖
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 
注（１
） 
山
岸
徳
平
を
始
め
、
島
津
久
基
、
三
谷
榮
一
が
、
著
書
や
論
文
に
お
い
て
、
紀
州
家
本
を
「
伝
阿
仏
尼
筆
本
」
と
呼
ん
で
い
る
。
（
２
） 
池
田
亀
鑑
は
、
随
筆
「
本
の
ゆ
く
へ
」（『
花
を
折
る
』
所
収
、
初
出
は
『
日
本
経
済
新
聞
』
昭
和
三
十
年
八
月
二
十
六
日
号
）
に
お
い
て
、
紀
州
家
本
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
　
 　
　
 
戦
争
前
、
源
氏
物
語
の
古
写
本
を
探
し
て
全
国
を
歩
い
て
ゐ
た
こ
ろ
、
今
日
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
道
具
屋
の
世
話
で
一
外
人
の
手
に
渡
つ
た
源
氏
物
語
に
関
し
て
で
あ
る
。
そ
の
古
写
本
は
、
鎌
倉
時
代
の
中
ご
ろ
、
当
時
の
学
者
や
歌
人
達
が
分
担
し
て
書
い
た
も
の
で
、
非
常
に
め
づ
ら
し
い
本
文
系
統
の
も
の
で
あ
つ
た
。
買
ひ
主
の
外
人
は
、
実
は
蒔
絵
の
箱
の
方
が
気
に
入
つ
て
買
つ
た
の
だ
さ
う
だ
が
、
ぼ
く
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
本
の
方
が
問
題
だ
つ
た
。
何
と
か
し
て
そ
の
本
文
を
し
ら
べ
て
置
き
た
い
と
、
あ
ら
ゆ
る
誠
意
と
手
段
を
つ
く
し
て
、
道
具
屋
の
い
ふ
通
り
何
べ
ん
と
な
く
懇
請
の
手
紙
を
出
し
た
の
だ
が
、
当
人
は
決
し
て
み
づ
か
ら
返
事
は
よ
こ
さ
な
か
つ
た
。
そ
の
後
、
池
田
は
紀
州
家
本
実
見
の
機
会
を
得
て
、
神
戸
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ホ
テ
ル
に
滞
在
す
る
「
買
ひ
主
の
外
人
」、
す
な
わ
ち
石
田
紹
介
に
言
う
「
英
人
モ
ー
デ
氏
」
の
も
と
を
訪
ね
た
も
の
の
、
約
束
の
時
間
に
な
っ
て
体
調
不
良
を
理
由
に
閲
覧
を
断
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
こ
の
随
筆
に
は
、
そ
の
時
の
憤
懣
や
る
方
な
い
、
池
田
の
心
境
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
（
３
） 「
武
田
校
本
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
谷
榮
一
が
伊
藤
鉃
也
氏
に
証
言
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
伊
藤
氏
は
、
三
谷
の
証
言
の
概
要
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
　
　
　
  
神
戸
の
ホ
テ
ル
に
モ
ー
デ
氏
が
写
本
を
蔵
し
て
い
た
の
で
、
佐
佐
木
信
綱
氏
と
武
田
祐
吉
氏
と
が
足
を
運
ば
れ
た
。
佐
佐
木
氏
は
当
然
、
歌
論
書
を
見
る
こ
と
に
主
眼
を
置
か
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
問
題
の
伝
阿
仏
尼
筆
本
源
氏
物
語
に
つ
い
て
は
、
武
田
氏
が
、
持
参
し
て
お
ら
れ
た
金
子
元
臣
氏
の
『
定
本
源
氏
物
語
新
解
』（
注
略
）
に
書
き
込
ま
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
武
田
氏
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の
校
訂
本
の
こ
と
を
山
岸
先
生
の
お
耳
に
入
れ
、
武
田
氏
の
御
自
宅
ま
で
御
一
緒
さ
れ
た
の
が
、
三
谷
氏
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
他
に
も
誰
か
、
そ
の
武
田
氏
校
訂
本
を
転
写
し
た
人
が
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
今
は
不
明
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
戦
災
で
焼
け
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
山
岸
先
生
が
写
さ
れ
た
御
本
も
不
明
と
の
こ
と
。
私
も
、
数
年
前
に
山
岸
先
生
に
お
た
ず
ね
し
た
が
、
武
田
氏
の
校
訂
本
を
写
し
取
ら
れ
た
御
記
憶
は
お
あ
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
本
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
つ
い
に
お
話
に
出
な
か
っ
た
。
 
（「
若
紫
」
の
別
本
―
中
山
家
本
の
位
相
―
」〈
付
記
〉、
 
『
源
氏
物
語
受
容
論
序
説
―
別
本
・
古
注
釈
・
折
口
信
夫
―
』
所
収
、
 
初
出
は
『
国
書
逸
文
研
究
』
第
五
巻
、
昭
和
五
十
五
年
八
月
）
　
　
  
こ
こ
で
三
谷
は
、
山
岸
や
「
他
に
も
誰
か
」
が
「
武
田
氏
の
校
訂
本
」、
す
な
わ
ち
「
武
田
校
本
」
を
写
し
て
い
た
こ
と
も
証
言
し
て
い
る
。「
山
岸
先
生
が
写
さ
れ
た
御
本
」
と
は
、「
山
岸
校
本
」
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
但
し
そ
れ
が
山
岸
自
筆
に
成
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
山
岸
が
誰
か
に
指
示
し
て
写
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
（
４
） 「
武
田
校
本
」
に
つ
い
て
、
伊
藤
氏
が
、
武
田
の
蔵
書
を
受
け
入
れ
た
國
學
院
大
學
図
書
館
に
調
査
を
依
頼
し
た
が
、
発
見
に
至
ら
な
か
っ
た
と
言
う
（
注
３
前
掲
論
文
〈
付
記
〉）。「
山
岸
校
本
」
に
つ
い
て
も
、
上
原
作
和
氏
が
実
践
女
子
大
学
の
山
岸
文
庫
を
調
査
し
た
が
、
わ
ず
か
な
メ
モ
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
『
新
解
』
三
巻
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
と
言
う
（「
山
岸
徳
平
「
源
氏
物
語
の
諸
本
の
研
究
」
解
説
」、
陣
野
英
則
、
上
原
作
和
編
『
テ
ー
マ
で
読
む
源
氏
物
語
論
２　
本
文
史
学
の
展
開　
言
葉
を
め
ぐ
る
精
査
』
所
収
）。
（
５
） 
河
内
修
、
古
田
正
幸
解
説
・
翻
刻
『
阿
仏
尼
本
は
ゝ
き
木
』
よ
り
転
載
。
（
６
） 「
伝
阿
仏
尼
筆
は
大
阪
の
役
後
、
家
康
か
ら
紀
州
徳
川
家
に
譲
渡
せ
ら
れ
た
本
で
あ
る
」（
山
岸
徳
平
『
高
松
宮
御
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
〔
解
説
〕』
臨
川
書
店
、
昭
和
五
十
年
。
以
下
、『
高
松
宮
本
解
説
』）。
（
７
） 
安
宮
照
子
の
紀
州
家
降
嫁
の
日
に
つ
い
て
、
紀
州
家
の
正
史
『
南
紀
徳
川
史
』
に
、「
明
暦
三
年
丁
酉
霜
月
廿
六
日
、
伏
見
二
品
貞
清
親
王
ノ
御
ム
ス
メ
安
宮
、
紀
伊
宰
相
光
貞
卿
ヘ
御
婚
礼
ニ
テ
当
国
山
口
ヨ
リ
儀
式
ニ
テ
入
ラ
セ
給
フ
」（
堀
内
信
編
『
南
紀
徳
川
史
』）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
伏
見
宮
家
の
『
貞
清
親
王
実
録
』
に
も
、
同
様
の
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
上
掛
け
紙
に
墨
書
さ
れ
た
来
歴
は
一
致
す
る
。
安
宮
照
子
が
降
嫁
の
折
に
持
参
し
た
本
と
す
る
と
、
紀
州
家
本
は
嫁
入
り
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
し
か
に
紀
州
家
本
も
、
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
絢
爛
豪
華
な
蒔
絵
箪
笥
に
収
め
ら
れ
て
い
た
【
写
真
１
】。
（
８
） 
上
原
作
和
「
伝
阿
仏
尼
等
筆
本
『
源
氏
物
語
』
と
本
文
學
藝
史
―
紀
州
徳
川
家
旧
蔵
本
は
駿
河
御
譲
本
に
あ
ら
ざ
る
の
論
―
」（『
国
文
学　
解
釈
と
鑑
賞
』
第
七
三
巻
第
五
号
、
平
成
二
十
年
五
月
）、
河
内
修
注
5
前
掲
書
「
解
説
」。
（
９
） 
大
内
氏
は
、『
高
松
宮
本
解
説
』
で
は
、
紀
州
家
本
が
「
大
正
十
四
年
秋
頃
」
紀
州
家
よ
り
モ
デ
ィ
の
有
に
帰
し
た
と
あ
る
の
に
、『
開
題
』
で
は
、「
大
正
十
五
年
夏
秋
の
候
」
に
も
ま
だ
紀
州
家
に
あ
っ
た
と
す
る
矛
盾
に
つ
い
て
、「
い
ず
れ
も
記
憶
・
回
想
に
よ
る
文
章
と
思
わ
れ
る
の
で
、
一
、
二
年
の
間
違
い
は
や
む
を
得
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
。
　
　
  　
ま
た
、
武
田
祐
吉
が
紀
州
家
本
を
校
合
し
た
時
期
に
つ
い
て
、
注
３
の
三
谷
証
言
で
は
、
モ
デ
ィ
の
有
に
帰
し
た
後
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
山
岸
『
開
題
』
は
、「
紀
州
徳
川
家
に
就
い
て
校
合
を
完
了
せ
ら
れ
た
」（「
凡
例
」）
と
、
紀
州
家
の
蔵
で
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
両
氏
の
証
言
の
齟
齬
も
、
記
憶
違
い
に
因
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
（
10
） 
山
岸
は
、
紀
州
家
本
の
本
文
に
強
い
関
心
を
持
ち
、「
一
般
の
人
々
の
研
究
上
参
考
に
供
し
得
ら
る
れ
ば
、
更
に
裨
益
せ
ら
れ
る
点
が
多
か
ら
う
と
思
ふ
」（『
開
題
』）
と
し
て
、
自
身
の
論
文
や
著
書
に
68
度
々
紀
州
家
本
の
本
文
を
引
用
し
て
い
た
。
だ
が
、
山
岸
が
紀
州
家
本
の
本
文
と
し
て
引
用
す
る
本
文
に
は
、
不
審
と
す
べ
き
点
が
あ
る
。
　
　
  　
山
岸
は
、
紀
州
家
本
の
中
で
も
殊
に
宿
木
巻
の
冒
頭
部
分
を
、
『
開
題
』
の
他
、
Ａ
． 「
河
内
本
源
語
の
価
値
」（『
文
学
』
第
五
巻
第
十
号
、
昭
和
十
二
年
十
月
）
Ｂ
． 「
源
氏
物
語
諸
本
の
研
究
」（『
国
文
学　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
三
巻
第
五
号
、
昭
和
三
十
三
年
四
月
）
Ｃ
． 「
源
氏
物
語
の
諸
本
」（
山
岸
徳
平
、
岡
一
男
監
修
『
源
氏
物
語
講
座　
八
巻
』
有
精
堂
、
昭
和
五
十
年
所
収
）
に
引
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
同
じ
箇
所
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ら
四
本
に
引
か
れ
る
紀
州
家
本
宿
木
巻
の
本
文
に
は
、
異
同
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
　
試
み
に
『
開
題
』
所
引
本
文
を
底
本
と
し
、
そ
れ
に
残
る
三
本
を
対
校
し
、
そ
の
異
同
を
示
す
【
表
１
】。『
開
題
』
の
「
凡
例
」
に
、
10
．御
い
き
ほ
ひ
い
か
め
し
う
９
．も
て
思
ひ
聞
え
さ
せ
給
ふ
８
．世
に
又
な
き
も
の
に
７
．御
か
た
ち
な
ど
６
．人
に
お
さ
れ
に
た
る
５
．女
宮
一
所
４
．年
経
給
ふ
に
３
．人
さ
き
に
参
り
給
ひ
に
し
か
ば
２
．東
宮
１
．故
左
の
大
い
殿
『
開
題
』
御
勢
の
い
か
め
し
う
世
に
又
な
き
様
に
御
か
た
ち
な
ど
も
人
に
お
さ
れ
奉
り
に
Ａ
も
て
聞
え
さ
え
給
ふ
御
か
た
ち
な
ど
も
人
に
お
さ
れ
奉
り
に
た
る
女
一
所
宮 故
左
の
大
臣
殿 Ｂ
御
か
た
ち
な
ど
も
人
に
お
さ
れ
奉
り
に
た
る
年
頃
、
経
給
ふ
に
人
よ
り
さ
き
に
参
り
給
ひ
に
し
か
ば
春
宮
故
右
の
大
い
殿
Ｃ
御おん
勢
い
き
ほ
ひ
厳
め
し
か
り
し
も
て
か
し
づ
き
聞
え
さ
せ
給
ふ
に
世
に
類たぐひな
き
様さま
に
御おん
か
た
ち
容
貌
も
人
に
壓お
さ
れ
奉
り
ぬ
る
女
宮
一
所
年
経
給
ふ
に
人
よ
り
先
に
参
り
給
ひ
に
し
か
ば
春とう
宮ぐう
故こ
左さ
大だい
臣じん
殿どの 『
新
解
』
【
表
１
】
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紀
州
家
本
の
引
用
に
つ
い
て
、「
武
田
校
本
」
に
拠
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
該
当
箇
所
の
『
新
解
』
の
本
文
も
掲
出
す
る
。
空
欄
は
『
開
題
』
と
同
一
の
本
文
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
斜
線
は
そ
の
部
分
の
引
用
が
無
い
こ
と
を
示
す
。
な
お
表
記
の
異
同
は
、
引
用
の
際
、
山
岸
が
適
宜
改
め
た
蓋
然
性
が
あ
る
の
で
省
く
。
 　
そ
の
頃
藤
壺
と
聞
ゆ
る
は
、
１
故
左
の
大
い
殿
の
女
御
な
り
け
り
。
ま
だ
２
東
宮
と
聞
え
し
時
よ
り
、
３
人
さ
き
に
参
り
給
ひ
に
し
か
ば
、
む
つ
か
し
う
あ
は
れ
な
る
も
の
に
お
ぼ
さ
れ
給
ひ
て
４
年
経
給
ふ
に
、
中
宮
の
宮
た
ち
は
、
し
か
お
と
な
び
給
ひ
ぬ
る
を
、
只
５
女
宮
一
所
、
持
ち
奉
り
給
へ
る
、
わ
が
い
と
口
惜
し
う
、
６
人
に
お
さ
れ
に
た
る
う
れ
は
し
さ
慰
む
ば
か
り
、
い
か
で
こ
の
宮
を
も
て
な
し
聞
え
む
と
思
し
は
げ
み
て
、
今
め
か
し
う
故
々
し
き
さ
ま
に
も
て
な
し
か
し
づ
き
聞
え
給
ふ
。
７
御
か
た
ち
な
ど
、
を
か
し
う
お
は
し
け
れ
ば
、
み
か
ど
も
い
と
ら
う
た
き
も
の
に
思
ひ
聞
え
給
へ
り
。
女
一
宮
を
、
８
世
に
又
な
き
も
の
に
、
９
も
て
思
ひ
聞
え
さ
せ
給
ふ
。
お
ほ
ん
覚
え
の
、
こ
よ
な
き
う
ち
く
の
御
有
様
は
劣
ら
ず
。
父
お
と
ゞ
の
10
御
い
き
ほ
ひ
い
か
め
し
う
、
ふ
り
が
た
か
り
け
る
名
残
に
、
心
も
と
な
か
ら
ず
、
侍
ふ
人
々
の
有
様
な
ど
も
、
た
ゆ
み
な
く
を
か
し
う
、
好
ま
し
げ
に
、
時
々
に
つ
け
つ
ゝ
と
ゝ
の
へ
給
へ
り
。
 　
十
四
に
な
り
給
ふ
年
、
御
裳
着
の
い
そ
ぎ
を
、
春
よ
り
う
ち
は
じ
め
て
、
い
み
じ
う
思
し
設
く
。
古
の
宝
物
、
世
々
の
伝
わ
り
物
を
、
こ
の
折
に
と
さ
が
し
出
で
営
み
給
ふ
に
、
女
御
、
夏
頃
物
の
け
に
悩
み
給
ひ
て
、
は
か
な
く
失
せ
給
ひ
ぬ
。
言
ふ
甲
斐
な
く
口
惜
し
き
事
を
、
上
に
も
思
し
歎
く
。
う
ち
わ
た
り
の
人
、
惜
し
み
悲
し
ま
ぬ
人
な
く
忍
び
奉
る
。
な
つ
か
し
う
、
今
め
か
し
う
、
情
あ
る
心
ざ
ま
に
ぞ
お
は
し
け
れ
ば
、
こ
よ
な
う
さ
う
ぐ
し
う
も
あ
る
べ
き
か
な
と
、
さ
し
も
あ
る
ま
じ
き
、
お
ほ
や
け
人
な
ど
ま
で
も
歎
き
あ
へ
り
。
一
見
し
て
異
同
の
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
３
、
６
、
７
、
８
、
９
の
よ
う
に
、
単
な
る
校
合
漏
れ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
１
、
２
、
４
、
５
、
10
の
よ
う
に
、
そ
の
原
因
が
判
然
と
し
な
い
異
同
も
あ
る
。
例
え
ば
１
を
見
る
と
、
他
が
す
べ
て
「
左
」
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｃ
の
み
が
「
右
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
２
、
４
、
５
、
10
は
、『
新
解
』
と
『
開
題
』
と
が
同
じ
本
文
で
あ
る
の
に
、
一
本
で
一
字
欠
落
（
２
、
５
）、
あ
る
い
は
逆
に
、
一
本
で
一
字
補
入
（
４
、
10
）
と
い
う
、
単
な
る
校
合
漏
れ
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
異
同
も
あ
る
。
　
　
  　
山
岸
自
身
が
引
用
す
る
紀
州
家
本
の
本
文
自
体
に
、
そ
れ
が
一
様
で
は
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。
注
意
を
要
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
11
） 
藤
田
徳
太
郎
『
源
氏
物
語
綱
要
』
に
は
、「
紀
州
徳
川
家
旧
蔵
の
伝
阿
仏
尼
筆
写
本
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
耕
雲
本
か
と
言
は
れ
る
」
と
あ
る
。
山
岸
、
島
津
、
池
田
の
三
氏
と
は
、
ま
た
異
な
る
見
解
で
あ
る
。
（
12
） 「
日
清
・
日
露
戦
争
の
戦
功
に
よ
っ
て
華
族
が
増
加
す
る
一
方
で
、
資
本
主
義
経
済
の
進
展
と
と
も
に
、
華
族
間
の
経
済
格
差
が
広
が
っ
て
い
く
。
と
り
わ
け
資
産
家
と
言
わ
れ
た
武
家
華
族
た
ち
の
な
か
に
も
、
経
済
的
苦
境
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
先
祖
伝
来
の
「
家
宝
」
を
売
却
す
る
者
が
増
え
は
じ
め
、
な
か
に
は
本
邸
や
爵
位
ま
で
手
放
す
者
も
現
れ
て
く
る
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
、
第
一
次
大
戦
勃
発
に
よ
る
「
成
金
」
の
よ
う
な
新
し
い
購
入
者
の
登
場
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
が
、
そ
れ
以
降
、
と
く
に
一
九
二
〇
年
代
（
大
正
末
）
か
ら
三
〇
年
代
（
昭
和
初
期
）
に
か
け
て
、
名
家
の
没
落
の
象
徴
と
し
て
話
題
に
も
な
っ
て
い
く
」。「
紀
州
徳
川
侯
爵
家
は
、
華
美
な
散
財
に
加
え
て
、
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
の
関
東
大
震
災
で
被
害
を
受
け
、
二
五
年
の
当
主
頼
倫
逝
去
に
よ
る
相
続
税
で
資
産
を
減
ら
し
た
」（
小
田
部
雄
次
『
華
族　
近
代
日
本
貴
族
の
虚
像
と
実
像
』）。「
展
観
」
開
催
の
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
70
（
13
） 
ま
た
『
陳
列
目
録
』
に
は
、
箱
に
つ
い
て
も
「
書
篋　
草
木
花
卉
蒔
絵　
抽
出
梨
子
地
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
展
観
目
録
』
に
載
る
「
梨
子
地
源
氏
蒔
絵
歌
書
箪
笥
」
と
も
矛
盾
し
な
い
。
（
14
） 「
今
の
と
こ
ろ
現
存
資
料
で
阿
仏
真
筆
と
確
定
で
き
る
も
の
は
な
い
が
」（
田
渕
句
美
子
『
人
物
叢
書　
阿
仏
尼
』）、
阿
仏
尼
の
菩
提
寺
で
あ
る
京
都
の
大
通
寺
に
、「
阿
仏
尼
真
蹟
」
と
さ
れ
る
消
息
文
を
蔵
す
る
。
小
川
寿
一
『
大
通
寺
叢
書
第
四
輯　
阿
仏
尼
と
大
通
寺
』
に
、
そ
の
書
影
【
写
真
６
】
が
載
る
。
写
真
を
見
る
と
、「
阿
佛
」
の
「
阿
」
の
字
は
擦
れ
て
消
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
不
鮮
明
で
は
あ
る
が
、
た
し
か
に
「
佛
」
の
署
名
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
同
書
に
は
、「
こ
の
真
蹟
に
は
寛
保
辛
酉
元
年
八
月
の
古
筆
養
心
即
ち
神
田
道
伴
の
極
札
が
附
し
て
あ
り
ま
す
が
、
又
別
に
阿
仏
尼
の
後
で
あ
る
冷
泉
為
村
卿
が
次
の
如
き
を
懐
紙
に
誌
さ
れ
て
ゐ
ま
す
」
と
し
て
、
冷
泉
為
村
の
折
紙
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
　
洛
西
大
通
寺
々
寶
之
一
幅
　
　
假
名
文　
八
行
　
　
　
端　
こ
ん
と
い
き
て
返
事
　
　
　
奥　
い
あ
み
た
佛
へ
　
右
阿
佛
尼
公
眞
蹟
無
疑
候
　
寺
門
相
傳
永
々
可
有
秘
藏
者
也
　
　
寛
延
四
年
初
夏
　
　
　
　
　
　
　
　
冷
泉
中
納
言
（
花
押
）
菩
提
寺
に
蔵
さ
れ
署
名
も
あ
る
消
息
で
あ
れ
ば
、
真
筆
で
あ
る
蓋
然
性
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
が
、
他
に
「
阿
仏
真
筆
と
確
定
で
き
る
も
の
」
が
無
い
現
在
、
そ
の
当
否
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
こ
の
他
、「
あ
ふ
つ
」
の
署
名
の
あ
る
、
紙
背
に
『
明
月
記
』
ら
し
い
記
録
を
持
つ
仮
名
消
息
を
寓
目
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
字
が
少
し
左
に
傾
き
、
縦
の
線
を
意
識
し
た
筆
致
、
仮
名
の
崩
し
方
な
ど
は
大
通
寺
蔵
の
消
息
に
似
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
因
み
に
こ
れ
ら
の
筆
蹟
と
後
掲
【
写
真
５
】
の
紀
州
家
本
須
磨
巻
の
筆
蹟
と
を
較
べ
る
と
、
別
筆
で
あ
る
こ
と
は
分
明
で
あ
る
。
植
松
論
文
所
引
の
書
誌
に
「
阿
仏
真
筆
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
鄭
重
に
何
々
真
蹟
と
書
く
を
本
義
と
す
る
」（
森
繁
夫
『
古
筆
鑑
定
と
極
印
』）
古
筆
鑑
定
に
お
け
る
通
例
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
阿
仏
尼
の
真
筆
に
つ
い
て
は
、
な
お
精
査
の
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
【写真6】「阿仏尼真蹟」（小川寿一『大通寺叢書第四輯　
阿仏尼と大通寺』より）
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（
15
） 
二
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
久
保
木
氏
は
、「
展
観
」
時
の
紀
州
家
本
に
つ
い
て
の
高
木
の
証
言
、「
某
氏
（
今
は
博
士
）
が
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
其
校
訂
中
に
売
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
欠
本
を
明
か
に
し
て
入
札
に
出
し
て
し
ま
つ
た
」（「
賜
架
書
屋
隨
筆
」）
に
言
う
欠
本
の
明
示
と
い
う
こ
と
を
、『
展
観
目
録
』
の
注
記
「（
伝
阿
仏
補
筆
数
冊
）
在
中
」
と
考
え
、「
補
筆
数
冊
」
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
は
、「
そ
の
時
誂
え
ら
れ
た
」「
補
写
本
」
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
「
補
筆
数
冊
」
と
は
、
む
し
ろ
植
松
論
文
所
引
の
書
誌
や
『
陳
列
目
録
』
に
言
わ
れ
る
伝
為
相
筆
の
帚
木
、
玉
鬘
、
真
木
柱
、
そ
し
て
伝
為
親
筆
の
梅
枝
の
四
帖
を
言
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
紀
州
家
本
は
、
伝
阿
仏
尼
筆
と
喧
伝
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
』
で
あ
っ
た
た
め
に
、
伝
阿
仏
尼
筆
と
さ
れ
る
筆
蹟
と
は
別
筆
の
巻
を
、「
補
筆
数
冊
」
と
記
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
16
） 「
鎌
倉
時
代
の
中
ご
ろ
、
当
時
の
学
者
や
文
人
達
が
分
担
し
て
書
い
た
」（
注
２
前
掲
随
筆
）
と
い
う
池
田
の
証
言
は
結
果
と
し
て
正
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
　
  　
し
か
し
、
伝
二
条
為
親
筆
と
さ
れ
る
梅
枝
巻
に
つ
い
て
は
、
後
補
さ
れ
た
蓋
然
性
も
考
え
ら
れ
る
。
二
条
為
親
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
〜
南
北
朝
時
代
の
人
。
実
際
、
伝
為
親
筆
と
さ
れ
る
『
続
千
載
和
歌
集
』
巻
第
四
断
簡
（
島
田
切
）（
古
筆
手
鑑
『
藻
塩
草
』）
や
、
「
新
古
今
和
歌
集
切
（
一
）」（『
古
筆
学
大
成　
一
〇
』
図
版
三
六
〇
）、「
続
後
撰
和
歌
集
切
」（『
古
筆
学
大
成　
一
一
』
図
版
一
三
七
）、「
島
田
本
続
千
載
和
歌
集
」（
同
図
版
三
四
七
〜
三
六
七
）、
「
続
千
載
和
歌
集
切
（
一
）」（
同
図
版
三
六
八
）、「
同
上
（
二
）」
（
同
図
版
三
六
九
）
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
南
北
朝
時
代
の
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
伝
阿
仏
尼
筆
、
伝
為
相
筆
と
さ
れ
る
も
の
と
は
書
風
を
異
に
し
て
い
る
。
（
17
） 
上
原
作
和
『
光
源
氏
物
語
傳
來
史
』「
伝
阿
仏
尼
等
筆
本
『
源
氏
物
語
』
傳
來
史
」
章
末
の
図
版
に
、「
箪
笥
表
書
と
「
は
ゝ
き
木
」
題
簽
は
同
筆
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
が
、
箪
笥
表
書
の
筆
蹟
は
定
家
流
に
近
い
も
の
で
あ
り
【
写
真
7
】、
題
簽
と
同
筆
と
は
言
い
難
い
。
（
18
） 
陽
明
文
庫
本
『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
の
う
ち
「
鎌
倉
時
代
中
期
の
書
写
と
み
ら
れ
て
い
る
三
十
四
帖
」
の
「
外
題
の
筆
蹟
は
同
筆
と
思
わ
れ
る
が
、
東
屋
・
浮
舟
二
帖
は
別
筆
か
も
し
れ
な
い
。
本
文
の
筆
蹟
と
は
別
筆
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
時
期
、
ま
と
め
て
外
題
を
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
」（
阿
部
秋
生
『
陽
明
叢
書
国
書
篇　
第
十
六
輯　
源
氏
物
語
一　
翻
刻
・
解
説
』）
と
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
外
題
の
筆
者
の
詳
細
は
不
明
。
（
19
） 
切
や
断
簡
の
み
な
ら
ず
、
写
本
に
お
い
て
も
伝
為
相
筆
と
さ
れ
る
も
の
は
夥
し
く
存
在
す
る
。
例
え
ば
天
理
図
書
館
蔵
伝
為
相
筆
末
摘
花
巻
（『
天
理　
図
書
館
善
本
叢
書　
源
氏
物
語
諸
本
集
一
』
所
収
）
を
見
る
と
、
東
洋
大
本
と
は
別
筆
で
あ
る
が
、
同
じ
書
流
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
書
風
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
【写真7】「梨子地源氏蒔絵歌書箪笥」
表書拡大
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（
20
） 
東
洋
大
本
が
、
為
相
の
真
筆
で
あ
る
蓋
然
性
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
為
相
真
筆
と
さ
れ
る
も
の
に
、
冷
泉
家
蔵
の
『
文
保
百
首
』
や
『
播
磨
国
越
部
荘
文
書
』
の
う
ち
の
ひ
と
つ
「
嘉
暦
三
年
七
月
十
二
日
為
相
譲
状
」（『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
51　
冷
泉
家
古
文
書
』
所
収
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
筆
蹟
と
東
洋
大
本
の
筆
蹟
と
を
比
較
す
る
と
【
写
真
8
】、
書
風
は
似
て
い
る
が
、
真
蹟
の
方
が
太
い
線
で
定
家
の
筆
蹟
に
近
い
筆
致
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
東
洋
大
本
の
筆
蹟
は
為
相
真
筆
に
運
筆
な
ど
通
じ
る
点
も
多
く
あ
る
が
、
為
相
真
筆
で
は
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
（
21
） 
こ
の
記
事
に
お
い
て
高
木
は
、
紀
州
家
本
の
伝
来
に
つ
い
て
、「
こ
れ
は
家
康
が
駿
府
に
ゐ
ら
れ
た
頃
か
ら
紀
州
家
に
伝
は
つ
た
も
の
で
、
鎌
倉
時
代
に
阿
仏
尼
の
手
写
し
た
も
の
と
称
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
」
と
言
う
。
紀
州
家
本
は
伏
見
宮
家
よ
り
齎
さ
れ
た
本
で
あ
る
と
す
る
証
言
に
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
伝
承
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
（
22
） 
尤
も
、
伝
阿
仏
尼
筆
、
伝
為
相
筆
と
さ
れ
る
も
の
は
「
同
一
圏
内
の
書
写
者
同
士
に
よ
る
相
当
の
類
筆
」
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
明
翰
鈔
』
所
収
の
書
流
系
譜
「
流
儀
集
」（
小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
』
所
収
）
に
は
、「
法
性
寺
流
」
の
ひ
と
つ
に
、「
阿
仏 
四
条
局　
為
相
ニ
似
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
に
、『
古
筆
学
大
成　
二
三
』
所
載
「
伝
阿
仏
尼
筆　
狭
衣
物
語
切
」
図
版
八
一
は
、
古
筆
了
雪
に
よ
っ
て
阿
仏
尼
筆
と
極
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
為
相
筆
と
い
う
裏
書
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
（
須
藤
圭
「
狭
衣
物
語
古
筆
切
の
一
様
相
」、『
論
究
日
本
文
学
』
九
七
号
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
）。
（
23
） 
天
理
図
書
館
蔵
伝
源
頼
政
筆
柏
木
巻
（
鎌
倉
時
代
初
期
写
。『
天
理　
図
書
館
善
本
叢
書　
源
氏
物
語
諸
本
集
一
』
所
収
）
と
同
図
書
館
蔵
伝
二
条
院
讃
岐
筆
乙
女
巻
（
鎌
倉
時
代
中
期
写
。『
天
理　
図
書
館
善
本
叢
書　
源
氏
物
語
諸
本
集
二
』
所
収
）
と
は
、「
書
風
が
似
通
い
、
助
詞
「
も
」
を
「
母
」
と
す
る
書
き
癖
も
共
通
し
て
い
る
」（『
源
氏
物
語
諸
本
集
一
』
曾
澤
太
吉
「
解
題
」）
と
、
指
摘
さ
れ
る
。
源
頼
政
と
二
条
院
讃
岐
は
親
子
。
こ
の
二
帖
は
僚
巻
で
は
な
い
が
、
同
一
圏
内
の
書
風
で
、
血
縁
的
に
も
同
一
圏
内
の
親
子
の
筆
蹟
に
極
め
ら
れ
た
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
（
24
） 
鎌
倉
時
代
中
期
を
下
ら
な
い
書
写
と
さ
れ
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
須
磨
、
蜻
蛉
二
巻
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
僚
巻
（
国
立
歴
史
【写真8】上段　東洋大本
　　　　下段　為相真筆（『冷泉家の至宝展』より。
　　　　左から、『文保百首』『嘉暦三年七月十二日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　為相譲状』
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民
俗
博
物
館
蔵
・
中
山
家
旧
蔵
鈴
虫
巻
、
相
愛
大
学
図
書
館
春
曙
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
断
簡
』
の
う
ち
藤
裏
葉
、
橋
姫
、
宿
木
、
手
習
四
巻
）
が
あ
る
。（
近
時
、
久
保
木
秀
夫
氏
に
よ
っ
て
、
石
水
博
物
館
蔵
早
蕨
巻
が
、
こ
れ
ら
の
僚
巻
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
（「『
源
氏
物
語
』〝
巻
別
本
〟
研
究
の
可
能
性
―
石
水
博
物
館
蔵
「
早
蕨
」
丁
子
吹
き
装
飾
料
紙
一
帖
の
紹
介
を
兼
ね
て
―
」、
中
古
文
学
会
関
西
部
会
編
『
源
氏
物
語　
本
文
研
究
の
可
能
性
』
和
泉
書
院
、
令
和
二
年
所
収
）。）
こ
れ
ら
は
、
筆
蹟
の
み
な
ら
ず
、
法
量
、
装
潢
（
墨
流
し
、
吹
絵
に
よ
る
装
飾
料
紙
）、
外
題
（
中
央
上
部
打
ち
付
け
書
）
等
、
型
式
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
元
々
は
一
具
の
揃
本
と
し
て
組
織
的
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
（
上
野
英
二
「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
所
蔵
　
源
氏
物
語
須
磨
巻
・
蜻
蛉
巻
に
つ
い
て
（
乾
）
―
付　
翻
印
須
磨
巻
―
」、『
成
城
國
文
學
論
集
』
第
二
十
五
輯
、
平
成
九
年
三
月
）。
（
25
） 
な
お
、
阿
仏
尼
の
名
を
冠
し
た
呼
び
方
の
初
例
は
、『
東
京
日
日
新
聞
』
大
正
十
五
年
五
月
二
十
四
日
朝
刊
の
高
木
前
掲
記
事
に
お
け
る
「
阿
仏
本
源
氏
物
語
」
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
呼
び
方
は
、
近
代
以
降
の
比
較
的
新
し
い
呼
び
方
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
〔
後
記
〕　 
貴
重
な
資
料
の
写
真
転
載
を
御
許
可
下
さ
っ
た
萬
祥
山
大
通
寺
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
 
（
な
り
た
・
だ
い
ち　
成
城
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
）
